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広報たけた 平成21年12月号 2

↑平成21年8月16日の満量状
態から、また徐々に減り始めて
いる。写真は平成21年11月1日
撮影。 大蘇ダムの状況（平成 21年 5月 26 日撮影）

　

農
林
水
産
省
の
郡
司
彰
副
大
臣
が
11
月
１
日
、
地
盤
か
ら
水
が
漏
れ
、
事
業

計
画
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
『
大
蘇
ダ
ム
』（
熊
本
県
産
山
村
）
の
現
地
視
察
に

訪
れ
、
水
不
足
で
悩
む
受
益
農
家
や
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

郡
司
農
水
省
副
大
臣
が
大
蘇
ダ
ム
視
察 

何
と
し
て
で
も
水
が
欲
し
い
！

何
と
し
て
で
も
水
が
欲
し
い
！

郡
司
農
水
省
副
大
臣
が
大
蘇
ダ
ム
視
察 

　

農
林
水
産
省
の
郡
司
彰
副
大
臣
が
11
月
１
日
、
地
盤
か
ら
水
が
漏
れ
、
事
業

計
画
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
『
大
蘇
ダ
ム
』（
熊
本
県
産
山
村
）
の
現
地
視
察
に

訪
れ
、
水
不
足
で
悩
む
受
益
農
家
や
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

大蘇ダムの状況（平成 21年 5月 26 日撮影）

↑大蘇ダムを視察する農林水産省の郡司彰副大臣
　（11 月 1 日）

大蘇ダム
【所在地】熊本県阿蘇郡産山村     【河　川】大野川水系大蘇川
【形　式】ロックフィル
【総貯水容量 / 有効貯水容量】430 万トン /390 万トン 
【堤高・堤頂長】69.9m/262.1m     【受益面積】2,158ha
【着手・完成】1975 年 /2006 年（現在漏水のため稼動しておらず）
【ダム事業者】九州農政局

　

大
蘇
ダ
ム
は
、
大
分
県
側
（
旧
竹

田
市
、
旧
荻
町
、
旧
久
住
町
）
と
熊
本

県
側（
産
山
村
、旧
波
野
村
）２
、１
５
８

ha
を
受
益
地
と
し
た
畑
地
灌か

ん
が
い漑

と
水

田
の
用
水
補
給
を
目
的
と
し
、
熊
本

県
阿
蘇
郡
産
山
村
大
蘇
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
用
水
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
幹
線
及
び
支
線

水
路
を
整
備
し
て
、
農
業
水
利
事
業

も
併
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
旧
荻
町
に
お
け
る
水
田
の
慢

性
的
な
水
不
足
の
解
消
と
旧
竹
田
市

（
菅
生
地
区
・
宮
城
地
区
の
一
部
）、

旧
久
住
町
一
部
に
お
け
る
畑
作
の
安

定
生
産
を
目
指
し
、
国
営
事
業
に
先

駆
け
て
、
昭
和
50
年
か
ら
県
営
基
盤

整
備
事
業
を
実
施
し
、
既
に
事
業
は

完
了
し
て
農
家
負
担
の
償
還
も
大
半

を
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
県
営
事
業
で
区
画
整
理

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
作
業

機
械
の
大
型
化
が
可
能
と
な
り
作
業

効
率
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
が
、

昭
和
53
年
に
始
ま
っ
た
国
営
事
業
は

30
年
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、
供
用

開
始
の
目
途
さ
え
立
た
な
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
30
年
間
、
農
業
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
水
を
待
ち
な
が

ら
高
齢
化
し
て
き
た
受
給
者
の
農
業

経
営
を
ど
う
再
築
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

豊
富
な
灌か

ん
が
い漑

用
水
を
夢
見
て
、
待

ち
続
け
た
受
益
者
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
を
考
え
る
と
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

竹
田
市
と
し
て
は
、
新
た
な
対
策

に
対
す
る
財
政
負
担
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
の
責
任

に
お
い
て
、
大
蘇
ダ
ム
の
漏
水
対
策

方
針
を
早
急
に
講
じ
て
い
た
だ
き
、

必
要
な
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
強
く

望
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
事
業
費
は
当
初（
昭
和
54

年
９
月
）１
３
０
億
円
か
ら
平
成
19

年
３
月
に
は
、５
９
３
億
５
千
万
円
に

膨
ら
ん
で
お
り
ま
す
。
膨
ら
ん
だ
理

由
と
し
て
は
「
地
盤
が
予
想
以
上
に

弱
く
、
掘
削
量
が
増
え
た
」
な
ど
２

回
に
わ
た
り
計
画
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
竹
田
市
の
事
業
負
担

は
23
億
１
、７
９
０
万
円
で
、
率
に
し

て
４
・
79
％
の
負
担
で
す
。

　

10
月
21
日
、
竹
田
市
長
、
荻
柏
原

↑平成21年8月16日の満量状
態から、また徐々に減り始めて
いる。写真は平成21年11月1日
撮影。
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土
地
改
良
区
の
瀬
井
理
事
長
ら
が
農

林
水
産
省
に
赴
き
「
農
家
の
人
た
ち

の
生
の
声
を
き
い
て
ほ
し
い
」
と
、

赤
松
広
隆
大
臣
の
現
地
視
察
の
早
期

実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
下
３
点
の
要
望
の
実
現

を
求
め
る
『
建
言
書
』
を
農
水
省
に

提
出
し
ま
し
た
。

①
大
蘇
ダ
ム
か
ら
の
灌か

ん
が
い漑

用
水
供
給

の
早
期
実
現

　

大
蘇
ダ
ム
か
ら
の
灌か

ん
が
い漑

用
水
確
保

と
畑
作
の
安
定
を
目
指
し
、
30
年
以

上
に
亘
っ
て
水
を
待
ち
続
け
て
農
家

の
強
い
期
待
に
応
え
て
、
用
水
供
給

を
早
期
に
実
現
し
て
ほ
し
い
。

②
大
蘇
ダ
ム
の
健
全
な
機
能
発
揮
の

た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
対
策
を

講
じ
る
こ
と

　

国
か
ら
の
平
成
20
年
２
月
に
行
わ

れ
た
大
蘇
ダ
ム
湛
水
試
験
の
結
果
、

貯
留
水
が
周
辺
地
山
に
日
量
最
大

４
万
ト
ン
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

る
た
め
に
工
期
を
計
画
の
平
成
20
年

か
ら
さ
ら
に
延
長
し
、
対
策
を
検
討

す
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

漏
水
対
策
は
全
額
国
費
の
負
担
で
実

施
し
、
初
期
の
目
的
で
あ
り
ま
す
用

水
確
保
を
し
て
ほ
し
い
。

③
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業

地
元
負
担
金
抑
制
に
関
す
る
措
置
の

配
慮

　

本
事
業
が
目
的
を
全
う
出
来
る
状

況
に
て
完
成
し
た
場
合
、
竹
田
市
で

は
市
負
担
金
23
億
２
千
万
円
の
償
還

方
法
は
、
過
疎
対
策
事
業
費
を
活
用

し
一
括
繰
上
げ
償
還
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
過
疎
対
策
事
業

債
の
適
用
期
限
は
平
成
21
年
度
で
終

了
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
期

が
延
長
さ
れ
た
場
合
、
市
財
政
に
重

大
な
影
響
が
発
生
し
ま
す
。
近
年
の

地
方
財
政
負
担
の
増
大
に
鑑
み
、
本

事
業
の
市
負
担
抑
制
の
た
め
、
過
疎

対
策
事
業
債
適
用
期
間
の
延
長
、
ま

た
は
こ
れ
に
代
わ
る
制
度
の
創
設
等

の
地
方
財
政
措
置
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、荻
柏
原
土
地
改
良
区
は『
国

営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業
の
実

情
』
を
次
の
と
お
り
訴
え
ま
し
た
。

・
今
年
は
10
年
に
一
度
の
渇
水
年
に

　

あ
た
り
河
川
流
量
は
極
端
に
少
な

　

く
、
地
元
で
は
来
年
の
灌
漑
の
用

　

水
不
足
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
。

・
地
元
を
踏
査
さ
れ
受
益
者
農
家
と

　

膝
を
交
え
た
話
し
合
い
の
後
に
〝

　

充
実
し
た
ダ
ム
機
能
に
す
る
た
め

　

の
対
処
法
〞
を
早
急
に
提
示
す
る

　

こ
と
。

・
九
州
農
政
局
は
過
去
の
雨
量
は
計

　

画
減
水
深
を
基
に
し
て
既
存
水
利

　

施
設
だ
け
で
も
農
業
用
水
は
不
足

　

し
な
い
、
だ
か
ら
漏
水
の
激
し
い

　

大
蘇
ダ
ム
と
既
存
水
利
の
併
用
で

　

当
面
水
不
足
は
生
じ
な
い
と
公
示
。

　

こ
れ
は
全
く
の
つ
く
り
ご
と
で
あ

　

り
、
水
不
足
に
苦
し
む
農
家
の
実

　

情
を
速
や
か
に
地
元
に
出
向
き
ご

　

判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

　

11
月
１
日
、
農
水
省
の
郡
司
副
大

臣
が
大
蘇
ダ
ム
（
熊
本
県
産
山
村
）

の
現
地
視
察
に
訪
れ
、
竹
田
市
長
、

阿
蘇
市
の
佐
藤
義
興
市
長
、
産
山
村

の
佐
藤
敬
助
村
長
と
意
見
交
換
の
あ

と
、
老
朽
化
の
進
む
大
谷
ダ
ム
も
視

察
。
荻
柏
原
土
地
改
良
区
の
瀬
井
宏

一
理
事
長
は
、
１
、５
０
０
人
分
の

署
名
を
添
え
、
国
営
大
野
川
農
業
水

利
事
業
に
対
す
る
要
請
書
を
副
大
臣

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
水
の
最
大
受
益
地
で
あ

る
荻
町
農
家
と
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

  

市
長
か
ら
郡
司
副
大
臣
へ
の
要
望

　
「
８
月
16
日
に
満
水
状
態
に
な
っ

て
、
そ
の
ラ
イ
ン
が
僅
か
76
日
余
り

で
、
水
位
が
落
ち
て
い
る
現
場
の
状

況
を
し
っ
か
り
と
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
こ
の
30
年
間
、
今
か
今
か
と

農
家
の
皆
さ
ん
方
は
待
ち
望
ん
で
き

た
ダ
ム
で
あ
り
ま
す
。
何
と
し
て
で

も
水
を
確
保
し
た
い
と
い
う
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
市
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
の

↑郡司副大臣に窮状を訴える受益農家のみなさん

水
不
足
に
苦
し
む
農
家
の
切
実
な
る
声

  

稲
作
農
家
の
方
に

  

迷
惑
を
か
け
て
い
る

大
蘇
ダ
ム
の
水
を
見
込
ん
で
高
額
な
固
定

式
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
を
造
っ
た

　

原　

真
治 

さ
ん
（
荻
町
・
高
練
木
）

　
「
本
来
は
水
田
に
行
く
べ
き
大

谷
ダ
ム
か
ら
の
水
を
分
け
て
も
ら

っ
て
、
こ
ち
ら
に
ま
わ
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
梅
雨
に
入
る
ま
で

は
水
田
に
た
く
さ
ん
水
が
要
る
。

ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
水
が
一
滴
も

な
か
っ
た
ら
で
き
な
い
の
で
、
優

先
的
に
水
を
分
け
て
も
ら
っ
て
ま

す
が
、
特
に
末
流
の
稲
作
農
家
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。」

  

水
が
足
り
な
く
て
、

  

水
道
水
を
使
用

　

２
０
０
７
年
に
神
奈
川
県
横
須
賀
市
か

ら
移
住
し
て
き
た

　

吉
見　

博
さ
ん
（
荻
町
・
馬
場
）

　
「
水
路
の
末
端
に
農
地
が
あ
る

も
の
で
す
か
ら
、
ま
っ
た
く
水
が

こ
な
か
っ
た
。
地
権
者
に
頭
を
下

げ
て
お
願
い
し
て
、
屈
辱
な
農
業

を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
何
と
し

て
で
も
水
が
欲
し
い
。そ
れ
か
ら
、

ピ
ー
マ
ン
の
方
で
す
が
、
足
り
な

い
水
を
補
う
た
め
、
約
８
ト
ン
の

水
道
水
を
使
い
ま
し
た
。
コ
ス
ト

が
す
ご
く
掛
か
り
ま
し
た
。
安
心

の
で
き
る
、
安
全
な
野
菜
を
作
る

た
め
に
、
清
ら
か
な
水
が
ほ
し

い
。」
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み
な
ら
ず
、
大
蘇
ダ
ム
の
持
っ
て
い

る
意
義
と
い
う
の
は
、
日
本
の
農
業

を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
、

そ
の
象
徴
的
な
国
営
事
業
だ
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　

今
、
安
心
安
全
な
食
環
境
を
作
っ

て
行
こ
う
と
、
国
内
で
も
食
料
自
給

率
50
％
を
確
保
し
た
い
と
い
う
国
策

と
し
て
の
方
向
性
を
打
ち
出
さ
れ
る

な
か
で
、
畑
地
灌か

ん
が
い漑

が
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
地
域
だ
け
の
問
題
と
し
て
捉
え

る
こ
と
な
く
、
日
本
の
農
政
の
根
幹

と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
か
と
い

う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
ぜ
ひ
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
。」

   

郡
司
彰
農
林
水
産
副
大
臣
の
所
感

　
「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
努
力
が
無

に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
私
ど
も
と

し
て
も
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
灌
水
施
設
事
業
が
未
採
択

地
域
に
つ
い
て
も
今
後
ど
う
す
べ
き

か
検
討
を
し
た
い
。
水
と
い
う
も
の

が
大
変
な
財
産
で
あ
り
、
農
地
だ
け

で
は
な
く
て
、
生
産
基
盤
の
な
か
で

非
常
に
大
き
い
存
在
だ
と
、
改
め
て

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

っ
か
り
大
臣
に
伝
え
て
、
で
き
る
だ

け
時
間
を
か
け
ず
に
方
策
を
考
え
た

い
。」

　

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
農
水
省

の
郡
司
副
大
臣
に
よ
る
現
地
視
察
で

は
、
水
不
足
に
悩
む
農
家
の
深
刻
な

実
態
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
い

ま
す
。
計
画
か
ら
30
年
間
、
農
家
が

思
い
描
い
た
理
想
の
営
農
は
実
現
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
受
益
農
家
に
と
っ

て
、
機
能
を
果
た
す
ダ
ム
の
完
成
は

将
来
の
指
針
と
な
る
重
大
な
問
題
。

ダ
ム
機
能
が
計
画
ど
お
り
に
果
た

せ
な
い
場
合
、
竹
田
市
は
負
担
金
の

23
億
円
は
支
払
う
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

受
益
農
家
の
方
々
が
期
待
を
し
て

い
る
の
は
、「
水
」
で
す
。
国
の
早

急
な
対
策
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

↑国営大野川水利事業に対する要請書を
　郡司副大臣に手渡す瀬井理事長

　郡司副大臣現地視察を終えて
　　　　　　　　　　荻柏原土地改良区理事長　瀬井　宏一

　視察を終えた郡司副大臣の記者会見を待つ間は、大蘇ダム漏水
対策に対して踏み込んだ発言があることを期待し、また確信にふ
れない会見に終わる不安も半ば抱いていました。というのは、直
前になって示された現地視察日程では、波野村で県営事業未採択
地域の畑かんがい農家、産山村で事業採択農家、荻町では水田農家 1 名
と副大臣が会って聴取するとなっており、事前に農水省の意図的な物を感
じていたからです。「今の漏水が激しい大蘇ダムでも受益地 2158ha のう
ち、県営事業の採択された 1360ha では水不足は生じない」この九州農政
局のシミュレーションは実態にあわないと受益者が声を上げている中で、
波野村では県営事業未採択の事業反対農家が対応しそうだと情報がありま
した。荻町で県営事業採択農家、未採択農家、水田農家あわせて 3 名の
対応をお願いし、県営事業未採択地域でも大蘇ダム用水を待ち続けている
実態を見て貰うことにしました。郡司副大臣の会見内容は次のとおりです。
1 地元の水に対する期待の大きさは分かった 2 農家が求める大蘇ダム防水
工事について全面的な底面の張替えは難しい。3 対策の方向を春先までに
示す。30 年間農業用水を待ち続けた地元農家の要請活動が本当にこれか
ら始まるのだと思います。
　荻町の歴史は「土地改良」の歴史です。明治のはじめに熊本県阿蘇郡高
森町津留に水源を求めて、荻町の有志農家が莫大な資金を投じて地元から
水利権を購入、大正時代に 14km のトンネルを掘って通水、それでも農
業用水は不足、全国どこにもない 18 時間おきに面積割りの時間に取水す
る「時間水」が始まり、一世紀を夜中の代掻き、電灯を灯して水口開け、
毎年の水不足が続きます。鎌やなたを手にして大野川を挟んだ水けんかを
百数十名の警官隊が制する事件もおきて、昭和 15 年に大谷ダムを築造し
ます。ところが 210 万トンの貯水計画が 70 万トンしか貯まりません。現
在もかんがい期にはポンプを据えて湧水を取り込んで入梅までの間、農家
のみなさんに不自由をかけながら農作業をしてもらっています。大蘇ダム
についた水利権は大谷ダムが持っている水利権を分割したものであるため
に、それに見合う用水供給がないまま荻柏原土地改良区は引き下がること
はできません。今、農家の方々が発している声は呻きのようなもの、思わ
ずとびだす悲鳴に似たそして腹のなかからの怒りです。今後も粘り強く引
き下がることなく、総代会、理事会、農家と一体となった主体的な活動に
取組んでいこうと考えています。
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↑①前夜祭でだんご汁体験　②新ワイン引渡し式　③ヒンデルレ氏に特別
　功労者表彰　④姉妹温泉施設エール交換　⑤ヨアン・バイサット氏の記
　念講演　⑥書道体験

友
好
姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ
ツィ
ン
ゲ
ン
市
交
流
20
周
年
記
念
祭

　

11
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
か
ら
ザ
ビ
ネ
・
フ
ェ
ッ
フ
ェ

レ
副
市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
31

名
と
中
学
生
６
名
を
迎
え
、「
交
流

20
周
年
記
念
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

18
日
、
ホ
テ
ル
岩
城
屋
で
記
念
式

典
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
、
訪
問
団
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ほ
か
、大
阪
・

神
戸
ド
イ
ツ
総
領
事
館
副
総
領
事
、

ド
イ
ツ
大
使
館
広
報
部
長
、
名
誉
市

民
等
約
１
３
０
名
を
迎
え
て
の
前
夜

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
会
長
、
竹
田
市
長
の

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
訪
問
団
代

表
の
ザ
ビ
ネ
・
フ
ェ
ッ
フ
ェ
レ
副
市

長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
名

誉
市
民
・
芹
洋
子
氏
は
、
日
本
の
歌

を
覚
え
て
ほ
し
い
と
「
四
季
の
歌
」

の
歌
唱
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
は
「
食
育
ネ
ッ
ト
」

デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
「
竹

田
の
食
博
覧
会
」
が
行
わ
れ
、
竹
田

市
の
郷
土
料
理
、
食
材
、
特
産
品
が

テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
竹
田
の
食
と
ワ

イ
ン
の
相
性
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
演
で
は
、
竹
田
市
を
代
表
す
る

郷
土
料
理
「
頭
料
理
」
が
紹
介
さ
れ
、

「
そ
ば
打
ち
」、「
だ
ん
ご
汁
」
の
実

演
で
は
、
訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
友
好
関
係

が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
の
新
し
い
ワ
イ
ン
が
竹
田
市
で
販

売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
発
表

会
も
行
わ
れ
、
白
ワ
イ
ン
の
製
造
者

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ス
マ
氏
か
ら
、

販
売
者
で
あ
る
「
山
本
酒
店
」、「
竹

田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
」
へ
の
ワ
イ

ン
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
は
「
記
念
式
典
」
が
「
コ
ー

ル
マ
ミ
ー
な
お
い
り
」
に
よ
る
友
情

の
歌
声
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
し
、
昨
年

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
前
バ
ー
ト
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
長
の
フ
ッ
ク
ス
・

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
氏
と
、
直
入
町
の

岩
屋
万
一
元
町
長
に
対
し
、
感
謝
の

↑ 11 月 21 日に山手の「稲葉川やすらぎ公園」で記念植樹が行われました。

1 2

3 4

5 6

気
持
ち
を
込
め
て
黙
祷
を
捧
げ
、
冥

福
が
祈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
年
間
に
渡
る
国
際
交
流

の
歴
史
に
お
い
て
、
特
に
著
し
く
功

績
が
あ
っ
た
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ヒ
ン
デ

ル
レ
氏
に
、
竹
田
市
か
ら
特
別
市
民

功
労
賞
が
贈
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
両

市
の
交
流
に
は
す
ば
ら
し
い
リ
ー
ダ

ー
が
い
た
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
旧
直
入
町
の
第
２

代
国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

現
在
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館

の
広
報
部
長
の
ヨ
ア
ン
・
バ
イ
サ
ッ

ト
氏
に
よ
り
「
日
本
と
ド
イ
ツ
の
国

際
交
流
の
現
況
と
課
題
」
と
題
し
て

記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
直

入
町
で
の
国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
頃
の
思
い
出
と
ド
イ
ツ
大

使
館
広
報
部
長
の
視
点
な
ら
で
は
の

国
際
交
流
に
対
す
る
分
析
と
提
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
竹
田
市
の
国
際
交
流

の
在
り
方
を
顕
彰
し
、
こ
れ
か
ら
の

竹
田
市
の
国
際
交
流
事
業
の
取
り
組

み
に
、
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

← 20 年間も交流が継
　続できましたのも
　バートクロツィン
　ゲン市の故フック
　ス・ヴォルフガング
　前市長のお力添え
　のお陰です。今回、
　前市長の夫人フッ
　クス・インゴリッド
　さんがお越しくだ
　さいました。

　

11
月
16
日
、「
友
好
姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
交
流
20
周
年
記
念
祭
」
に
出
席
す
る
た
め
、

訪
問
団
31
名
と
中
学
生
６
名
が
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
一
行
は
22
日
ま
で
滞
在
し
、
記
念
式
典
な
ど
の

行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

変
わ
ら
ぬ
友
情
未
来
に
向
け
て
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案まとまる ■周辺整備の基本方針
1 白水ダムを主題とした「風景」と「足
　跡」を辿る場の創出
　白水ダム周辺に静かに佇んでいる様々
な風景。工事に伴う遺構や足跡。これら
風景とダム築造の足跡を辿ることのでき
る場を創出します。

2 あらゆる来訪者が「風景体験」を可能
　な場所に
   白水ダムの佇まいや雰囲気を壊すこと
なく、子供から高齢者、車椅子の方々ま
で誰もが豊かな風景体験を享受できる快
適な環境を整えます。

3 竹田の農村文化」を発信する仕掛けづ
くり
   白水ダム周辺に点在する井路、円形分
水、水路橋。これらの農業水利施設の解
説や白水ダムの工事写真などを展示する
施設の設置を検討します。

■渡河橋の検討
　白水ダム本体に立ち入ることなく、左右岸の往来が可能な歩
道橋の設置を検討します。
　周囲の風景に溶け込む美しい橋で、話題性を持ち、渡ること
自体が楽しい橋を目標とします。 

　以上、白水ダムの周辺整備には、多くの夢や希望が広がりま
すが、同時に多くの課題や障害も予想されます。特に、棚田の
維持管理に関しては、周辺住民を始め多くの市民の皆さんのご
協力が無ければ成り立ちません。
　白水ダムやその周辺が、美しさの本質を損なうことなく、末
永く多くの皆さんの心を引きつける場所であり続けられるよ
う、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

【新年号の連載予告】
　中井准教授が所属する東京大学大学院景観研究室の大学院生 10 数名が「農村文化研究」のため竹田市に何度も訪れています。
　来月号から大学院生による「竹田雑感～景観研究の立場から（仮称）」を連載します。ご期待下さい。

当時のダム工事現場の
様子。山斜面にトロッコ
の軌道跡が伺える。    →

案まとまる
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森の貴婦人・白水ダム周辺整備計画素
　白水ダムは、正式名称を「白水溜池堰堤水利施設」といい、宮砥地区と荻地区の間を流れる大野川上流の大谷川に、昭
和 13年に築造されました。
　富士緒井路土地改良区が所有・管理する農業用施設であり、平成 11 年 5月、国指定重要文化財の指定を受け、文化財と
しても全国的に注目されるようになりました。ダムの優美な形状とそれが生み出す流水表情が、訪れる多くの人に感動を
与えており、竹田市の観光施設として、年々その存在感を増しています。

■現状での問題点 
　左岸（荻）側の林道網掛線から白水ダムへ車で進むと、いき
なり白水ダムの姿が現れてしまいます。また、白水ダム手前に
駐車スペースがあり、残土と車が目立ってしまいます。
　ダム近くまで車で行ける利便性が高いものの、その光景はダ
ム本来の美しさを阻害している状況と言わざるを得ません。 
　一方、右岸（宮砥）側からは、700 メートル余の距離を徒歩
で行かなければならず、ダムを訪れる観光客等から道路の整備
を求める声が届いています。 
　これらの状況を踏まえ、市では白水ダムを中心とした風景の
保全及び当該施設を取り巻く周辺環境について、総合的に検討
を行ってきました。
　1）駐車場の位置、規模の設定
　2）駐車場から白水ダムまでの散策ルートの設定
　3）白水ダム周辺の視点場、回遊動線の設定
　4）トイレ・休憩所・案内施設等の整備について
　検討にあたっては、東京大学大学院工学系研究科 社会基盤
学専攻 中井祐准教授のアドバイスを受けて進めています。中
井先生は、書籍「グラウンドスケープ」の中で、白水ダムのこ
とを「これまで目にした国内外のあらゆる建造物（建築を含め
て）の中でも、最も美しく感銘を受けたもの」と絶賛していた
だいた縁から、整備計画に関わっていただくことになりました。

■左岸（荻）側下流の整備
　景観を阻害していた左岸（荻）側下流の残土部を、雛壇上に
造った棚田や広場として利用します。これは、白水ダムの設計
者である小野安夫技師（1903~1993 年）の遺志を引き継ぎな
がら、ダム周辺の景観を整えるとともに、厳しい状況にある農
業へのメッセージとする意志を込めたものです。 
　元々この場所には田があったこと、また、白水ダムが農業用
水利施設であるという点に着目したものであり、農村文化を発
信する意義も大きいと考えています。来訪者がダム周辺を回遊
することも可能にしています。

■左岸（荻側）下流の駐車場
　白水ダムのもつ美しさを可能な限り引き出せるよう、敢えて
200 メートル手前に駐車場を整備します。常時、乗用車 10 台、
マイクロバス 3 台以上の駐車が可能となります。

■白水ダム築造に関する足跡
⑴散策路の一部に当時のトロッコ軌道跡などを取り込み、ダム
　築造の足跡と魅力的な風景をめぐる回遊動線をつくります。
⑵当時の周辺の様子や、小野技師を始め先人達の横顔を現地で
　感じることができるよう、案内やサイン計画を行います。 

↑白水ダムの手前に残土と車が
　見えてしまう地点。至近でも
　残土が目立つ。

←白水ダムの模型を前に議論。
　「ダムの表面だけを見るのでは、
　もったいない。」、「ダム設計者の
　志を継いだ仕事をしたい。」と語
　る中井准教授（写真右）
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決算
　地方自治法第 243 条の 3第 1項との竹田市財政状況の
作成及び公表に関する条例第 2条の規定に基づき、平成 20年
度の決算状況と平成 21年度上半期の財政状況を公表します。

知らせします
　竹田市の平成 20 年度の決算がまとまりました。税金や
収入し、どのように使われたのか、あなたの目で竹田市を

国・県からの交付金などをどのくらい
チェックしてください。

歳入  一般会計 184 億 1,776 万円
依存財源が約 77.4%を占めています
　平成 20 年度の一般会計の歳入は、184 億 1,776
万円でした。内訳は国・県を頼りにした依存財源が
142 億 6,215 万円で 77%、竹田市の自主的な収入
である自主財源は 41 億 5,561 万円で 23% となっ
ています。また自主財源のうち市税は 19 億 8,497
万円で、歳入全体のうち約 1 割ほどです。

歳出  一般会計 171 億 5,488 万円
義務的経費に 88億 2,910 万円
　性質別に見ると、義務的経費（人件費・扶助費・
公債費）が 88 億 2,910 万円で全体の 51%、そのう
ち借金返済のための公債費が 28 億 9,874 万円、投
資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費）が
29 億 7,224 万円で 17%、そのうち普通建設事業費
が 19 億 2,904 万円、その他の経費（物件費等）が
53 億 5,354 万円で 32% となっています。

特別会計
厳しい経済状況が反映

　特定の事業を行うために一般会計と区別される特
別会計では、観光・宿泊施設において、景気の低迷
や燃料費の高騰などのため減収が目立ちました。

20 年度特別会計歳入歳出差引

基　金
基金残高は 66億 9,733 万円

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目
的別に積み立て、または定額運用するために設けら
れた資金及び財産です。
　竹田市の一般会計には 28 の基金があります。20
年度は、農協有家畜導入基金と堆肥センター管理運
営基金が廃止され、職員退職手当基金・ふるさと竹
田応援基金・地域活性化生活対策臨時基金・障害者
自立支援対策特例基金の 4 つが新設されました。
　平成 20 年度の残高は、財政調整基金 15 億 778
万円、減債基金 3 億 6,922 万円、その他特定目的基
金 21 種で 46 億 665 万円、定額運用基金 5 種で 2
億 1,368 万円です。

市税内訳 市民一人あたり
の負担額

市民税 31,710 円

固定資産税 35,068 円

軽自動車税 2,662 円

市町村たばこ税 5,018 円

入湯税 917 円

都市計画税 903 円

会計名 歳入額 歳出額 差　引
同和対策事業特別会計 177 万円 2,372 万円 △ 2,195 万円
畜産開発事業特別会計 1,764 万円 1,764 万円 0
長湯観光温泉施設等特別会計 7,312 万円 7,180 万円 132 万円
竹田市竹田温泉施設花水月特別会計 6,509 万円 6,509 万円 0
国民健康保険特別会計 38 億 4,665 万円 38 億 1,947 万円 2,718 万円
老人保健特別会計 6 億 2,633 万円 6 億 2,429 万円 204 万円
後期高齢者医療特別会計 3 億 6,237 万円 3 億 5,900 万円 337 万円
介護保険特別会計 30 億 4,378 万円 29 億 1,014 万円 1 億 3,364 万円
簡易水道事業特別会計 1 億 9,518 万円 1 億 9,508 万円 10 万円
農業集落排水事業特別会計 1 億 4,788 万円 1 億 4,781 万円 7 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 1 億 5,334 万円 1 億 5,318 万円 16 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3 億 3,399 万円 3 億 3,389 万円 10 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 9,718 万円 7,690 万円 2,028 万円

che
ck
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竹田市の財政事情をお
　竹田市の平成 20 年度の決算がまとまりました。税金や
収入し、どのように使われたのか、あなたの目で竹田市を

地方債
借金残高は 215 億 4,260 万円
市民一人あたり約 83万円

　資金調達のために負担する債務で、一会計年度
を超えて行われるものを地方債といいます。
　平成 20 年度の地方債発行額は 13 億 9,859 万円
で、主な事業はケーブルネットワーク整備事業、竹
田中学校移転整備事業、道路改良事業等がありまし
た。
　借金残高 215 億 4,260 万円は、通常水準の行政
サービスを提供するうえで必要な一般財源の目安と
なる標準財政規模の約 2 倍にあたり、今後、抑制し
ていかなければなりません。

経常収支比率
19 年度よりも改善
しかし…県内最下位

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、市税
や地方交付税等の経常一般財源がどの程度投入され
たかを見る指標で、この比率が低いほど普通建設事
業費などの臨時経費に充当できる一般財源があり、
財政構造が弾力性に富んでいることになります。
　平成19年度の 100.9%から平成 20年度は 97.7%
と 3.2 ポイント改善しましたが、依然として財政状
況にゆとりはありません。

健全化判断比率 
いずれも早期健全化基準には達していない
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費
比率、将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状
況や経営状況を把握します。このいずれかが下表の
早期健全化基準以上となった場合には、財政健全化
計画または財政再生化計画を策定し、財政の早期健
全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は歳入
内に歳出が収まっているため該当しません。実質公
債費比率は 12.1%、将来負担比率は 100.4% で、い
ずれも早期健全化基準には達していません。

財政力
国への依存度が高い

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政
需要額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過
去 3 ヵ年間の平均値を財政力指数といい、地方公共
団体の財政力を示す数値です。
　数値が 1 に近いほど財源に余裕があるということ
になりますが、竹田市は 0.276 で、今後も収納率
の向上や企業誘致など財政基盤の強化が求められま
す。

健全判断化比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 13.27% 20%

連結実質赤字比率 18.27% 40%

実質公債費比率 25% 35%

将来負担比率 350% ̶
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目的税
都市計画税と入湯税の使いみち

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需
要をまかなうために課税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域の
ある竹田地域の一部が対象となります。
　平成 20 年度の都市計画税徴収額は2,350 万円で、
竹田玉来線街路事業負担金 3,540 万円と当事業等に
係る地方債の償還金1億5,990万円に充てています。 
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課
税を免除していますので、主として宿泊入湯客が課
税の対象となります。
　平成 20 年度の入湯税徴収額は 2,386 万円で、観
光振興としてパンフレット製作、
広告宣伝、竹田市観光ツーリズム
協会補助金等の費用に充てていま
す。

財　産
土地・建物は増

　平成 20 年度の土地・建物は、主に大分県から大
分県立竹田商業高等学校の跡地を譲与されたため、
増加しています。

市有財産の状況
財産の種類 財産状況

土　地 36,016,244 ㎡
　うち山林 14,034,686 ㎡
建　物 229,996 ㎡
立　木 323,824 ㎥
車　両 198 台

　竹田市では、リサイクルセンターや図書館の建設など大型プロジェクトが控えています。それらを公共施設整
備計画に基づき計画的に実施していかなければなりません。また平成 23 年度以降には国営大野川上流農業水利
事業負担金の一括償還が予定されており、大きな財政負担が予想されます。
　今後も事務事業の見直しを行い、併せて予算規模の縮小を図ってまいります。また、組織・機構の見直しや定
員管理計画に基づき、人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来
を見据えた行財政運営を行ってまいります。そして、厳しい状況にあっても、『あったか対
話行政』を大切にし、市民のニーズに応えられる、市民が主役の街づくりに取り組んでま
いります。
　今後とも市民の皆様には広報誌やホームページ、そしてケーブルテレビなどを通して、
竹田市の財政の状況をお知らせしてまいります。

今後の竹田市

平成20年度 竹田市水道事業会計決算状況
収益的収入及び支出

収入額
1 億 9,232 万円
支出額

1 億 6,371 万円
差　引

2,861 万円

資本的収入及び支出
収入額

476 万円
支出額

5,497 万円
差　引
△ 5,021 万円

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応す
る費用の収支をいいます。主な収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等
です。

　1 戸あたりの月額水道料金　4,100 円（消費税抜き）

　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要す
る収支をいいます。主な収入は工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等
です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（200 万円）、当年度分損
益勘定留保資金 (1,932 万円）、減債積立金（1,889 万円 )、建設改良積立金（1,000 万円）
で補てんしました。

企業債残高
財 務 省 財 務 局 2 億 8,689 万円
公 営 企 業 金 融 公 庫 3,813 万円

計 3 億 2,502 万円

固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 14 億 138 万円
無 形 固 定 資 産  8 万円

業務量
事　　　項 平成 20年度

年 度 末 給 水 人 口 7,858 人
年 度 末 給 水 戸 数 3,532 戸
給 水 栓 数 3,744 栓
年 間 配 水 量 1,475,018 ㎥
1 日 平 均 配 水 量 4,041 ㎥
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平成 21年度　上半期予算執行状況
　平成 21 年度予算の執行状況について、今回は上半期分となる 4月 1日から 9月 30 日分までに
ついて公表します（前年度からの繰越分を含む）。

⑴一般会計
　歳　入（上半期執行状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

区　　　　分 予算額（A） 収入済額（B） 収入率（B）/（A）
市 税 1,897,630 1,227,713 64.7%
地 方 譲 与 税 310,000 99,437 32.1%
利 子 割 交 付 金 7,000 2,928 41.8%
配 当 割 交 付 金 1,500 709 47.3%
株式等譲渡所得割交付金 500 0 0.0%
地 方 消 費 税 交 付 金 250,000 152,277 60.9%
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 9,000 4,947 55.0%
自 動 車 取 得 税 交 付 金 60,001 22,094 36.8%
地 方 特 例 交 付 金 40,613 40,613 100.0%
地 方 交 付 税 8,185,757 5,585,437 68.2%
交通安全対策特別交付金 5,000 0 0.0%
分 担 金 及 び 負 担 金 364,419 95,791 26.3%
使 用 料 及 び 手 数 料 246,996 91,302 37.0%
国 庫 支 出 金 2,407,506 769,528 32.0%
県 支 出 金 2,864,830 500,543 17.5%
財 産 収 入 71,515 19,917 27.9%
寄 附 金 1,851 455 24.6%
繰 入 金 528,752 840 0.2%
繰 越 金 253,624 0 0.0%
諸 収 入 211,741 46,365 21.9%
市 　 債 3,970,370 6,500 0.2%
合 　 計 21,688,605 8,667,396 40.0%

　歳　出（上半期執行状況）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　　　　分 予算額（A） 支払済額（B） 執行率（B）/（A）

議 会 費 193,995 90,019 46.4%
総 務 費 6,231,241 1,286,527 20.6%
民 生 費 3,910,573 1,350,170 34.5%
衛 生 費 984,601 292,269 29.7%
労 働 費 129,030 45,479 35.2%
農 林 水 産 業 費 1,979,374 266,003 13.4%
商 工 費 408,853 132,934 32.5%
土 木 費 1,457,126 439,534 30.2%
消 防 費 694,717 255,690 36.8%
教 育 費 2,278,909 916,594 40.2%
災 害 復 旧 費 534,964 35,840 6.7%
公 債 費 2,866,092 1,343,984 46.9%
予 備 費 19,130 0 0.0%
合      計 21,688,605 6,455,044 29.8%

⑵特別会計（上半期執行状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

会　　計　　区　　分 予算額（A)
歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額（B） 収入率（B）/（A） 支出済額（C） 支出率（C）/（A）
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,068,809 1,224,010 30.1% 1,600,856 39.3%
老 人 保 健 特 別 会 計 59,186 1,790 3.0% 1,185 2.0%
介 護 保 険 特 別 会 計 3,100,984 1,230,890 39.7% 1,197,868 38.6%
同 和 対 策 事 業 特 別 会 計 23,551 880 3.7% 22,170 94.1%
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 355,022 115,940 32.7% 151,865 42.8%
国民宿舎直入荘事業特別会計 113,706 33,161 29.2% 34,717 30.5%
長湯観光温泉施設等特別会計 62,109 24,934 40.1% 24,551 39.5%
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 17,373 0 0.0% 0 0.0%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 246,771 49,294 20.0% 91,536 37.1%
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 146,460 9,478 6.5% 68,966 47.1%
浄化槽整備推進事業特別会計 201,317 25,035 12.4% 67,797 33.7%
竹田温泉施設花水月特別会計 70,798 18,647 26.3% 22,064 31.2%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 378,367 104,706 27.7% 98,820 26.1%

⑶水道事業会計（上半期執行状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

区　　　　　　　　　分 予算額（A) 収入支出済額（B） 収入・支出率（B）/（A）

収益的収入及び支出
事 業 収 益 197,280 94,937 48.1%
事 業 費 用 179,635 48,718 27.1%

資本的収入及び支出
資 本 的 収 入 3,644 142 3.9%
資 本 的 支 出 85,344 12,955 15.2%
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http：//www2.city.taketa.oita.jp/sityo/index.html
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の
す
ば
ら
し
い
景

観
は
『
森
の
貴
婦
人
』
と
称
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
遺
産
を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
東
大
大
学
院
の
景
観
研
究
室
の
中

井
祐
先
生
ら
の
チ
ー
ム
が
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。
一
流
に
一
流
が
出
会
え
た
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す

　
『
過
去
の
遺
産
を
未
来
へ
の
輝
き
に
変
え
る
』。

い
ま
最
も
竹
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。『
岡
城
跡
の
世
界
遺
産
登

録
へ
の
挑
戦
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
も
同
様
の
意
思

が
宿
っ
て
い
ま
す
し
、
第
63
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
の
交
流
の
再
開
、
10
年
と
い

う
歴
史
を
重
ね
て
き
た
竹
楽
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
い
た
ド
イ
ツ
交
流
20
周
年
記
念
な
ど
、
渦

巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
沈
痛
の
経
済
不
況
を
吹

き
飛
ば
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。「
い
ま
こ
そ
機
は
熟
し
た
。
後
進
国
の
優

位
を
意
識
し
て
歩
め
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
中

川
久
定
先
生
の
言
葉
を
胸
に
、
勇
気
あ
る
挑
戦

を
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に
、
12
月
１
日
。
こ
の
広
報
紙
が
発
行

さ
れ
る
頃
、
私
は
『
坂
の
上
の
雲
』
で
広
瀬
武

夫
役
を
演
じ
る
俳
優
の
藤
本
隆
宏
さ
ん
と
福
岡

で
対
談
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
雑
誌

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
の
共
同
企
画
で
す
が
、「
竹

田
と
い
う
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
夢
と
理
想
と

高
い
志
を
自
ら
の
内
に
見
出
せ
る
の
で
す
」
と

誇
り
高
く
語
ろ
う
と
、
い
ま
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
す
。
来
年
も
多
く
の
感
動
が
生
ま

れ
ま
す
よ
う
に
…
。

市
長
コ
ラ
ム　

 〈
第
５
回
〉

新たな友好関係のはじまり
　10 月 26 日、中国・日本を視察中の ドイツ・ライプツィヒ市経済使節
団一行と名古屋市で会合を持ちました。ライプツィヒ市と竹田市との関
係は、竹田市ゆかりの作曲家・瀧廉太郎が、1901 年にメンデルスゾーン
家が設立した「国立ライプツィヒ音楽院」に留学したことに由来します。
　その史実がきっかけとなり、今年の「第 63 回瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール」において、ライプツィヒ観光局及びメンデルズゾ
ーンハウスから「ライプツィヒ賞」を優勝者に贈呈していただきました。
その感謝を申し上げるとともに、引き続き「ライプツィヒ賞」の後援を
お願いしたところ、来年 ( 第 64 回大会 ) では、ライプツィヒ市代表が来
日して、声楽コンクール表彰式に出席することを公言していただきまし
た。また、両市が人的および経済的交流を促進させ、未来にわたり友好
な関係を構築していくことを確認しました。 
　同じドイツにまた一つ、竹田市の交流拠点が生まれようとしています。

↑ライプツィヒ市の副市長のウーヴェ・アルブレヒト
　経済担当市長、ミヒャエル・シマンスキー経済振興
　局長、ウーテ・リーベルト広報担当 ( 写真中右から )

↑未来志向の友好関係が、両市にとって新
　たな輝きを授けてくれることでしょう。
　（バートクロツィンゲン・フェッフェレ副
　市長と記念式典にて）
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今月のひと精
一
杯
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
僕
は
学
ん
だ
。

第 31 回少年の主張全国大会～わたしの主張 2009 ～ 内閣総理大臣賞受賞

　廣
ひろ

　瀬
せ

　　岳
がく

 （竹田中学校 3 年・15 歳）

少年の主張全国大会 内閣総理大臣受賞

↑内閣総理大臣賞を受賞した廣瀬岳くん

　

全
国
51
万
１
、５
１
９
人
の
中
学
生
が
都
道

府
県
大
会
に
応
募
し
、
全
国
５
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

12
名
が
選
出
さ
れ
全
国
大
会
へ
。
11
月
８
日
、

東
京
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第
31
回
少
年
の
主

張
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、
見
事
最
優
秀
の
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

広
瀬
岳
く
ん
の
主
張
テ
ー
マ
は
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
特
攻
基
地
・
知
覧
〜
」。
中
学
２
年
の
夏

休
み
に
家
族
旅
行
で
鹿
児
島
県
南
九
州
市
知
覧

町
に
あ
る
知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
れ
て
、
年

齢
が
２
つ
か
３
つ
上
の
若
者
た
ち
が
命
を
引
き

換
え
に
し
て
散
っ
て
い
く
戦
争
の
悲
惨
さ
を
目

の
当
り
に
し
て
、
自
分
の
存
在
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
験
を
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
で
〝
変
わ
っ
た
こ
と
〞
を
尋
ね

る
と
、
駅
伝
の
練
習
等
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
た

時
、
い
つ
も
迎
え
に
来
て
く
れ
る
両
親
に
、「
当

た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本

当
に
あ
り
が
た
く
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

 

今
後
、
こ
の
体
験
を
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
う
廣
瀬
く
ん
。
こ
の
貴
重
な
経

験
は
、
き
っ
と
健
や
か
な
成
長
過
程
の
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
の
主
張
は
、
次
の

よ
う
な
決
意
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
挑
戦
し
て

み
よ
う
。
努
力
し
て
み
よ
う
。
世
の
中
を
よ
く

見
つ
め
、
し
っ
か
り
考
え
、
お
か
し
い
こ
と
は

お
か
し
い
と
、
自
分
の
言
葉
で
も
の
が
言
え
る

人
間
に
な
ろ
う
」。

↑抜群のチームワークで勝利した久住中メンバー

久住中学校が、県中学駅伝V
　11 月 14 日、「第 57 回男子県中学校駅伝競走大会」が
大分市・九州石油ドーム周辺周回コースで開催され、久
住中学校陸上部（阿南哲也監督・34 人）が 4 年ぶりの栄
冠に輝きました。全校 60 人の半数以上が、他の部活動
と兼ねて陸上練習に励んでいるとのことです。九州大会、
全国大会でのさらなる活躍を期待しています。

廣田敦さんが地域文化功労者
文部科学大臣表彰

　

11
月
６
日
、
竹
田
市
文
化
財
保
護
調

査
委
員
会
会
長
の
廣
田
敦
さ
ん
が
、
大

分
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
と
し
て
の

33
年
間
の
歩
み
を
評
価
さ
れ
、
地
域
文

化
功
労
者
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

↑廣田　敦さん
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平
成
21
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　

竹
田
市
で
は
、
市
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
、
毎

年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
３
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

首
藤
勝
次
市
長
か
ら
個
人
20
人
に
、
ま
た
倉
原
準
一
教
育
委
員
長
か
ら

個
人
２
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

市
長
表
彰

○
社
会
民
生

河
野　

正
博
さ
ん
（
福
原
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

松
井　

三
月
さ
ん
（
竹
田
町
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
ア
キ
ヱ
さ
ん
（
会
々
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
島　

精
二
さ
ん
（
竹
田
）

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
愛
育
保
健

推
進
員
を
務
め
、
地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
池　

千
枝
さ
ん
（
竹
田
町
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
愛
育
保
健

推
進
員
を
務
め
、
地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
交
通
安
全

森　

正
則
さ
ん
（
戸
上
）

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
交
通
指
導

隊
員
と
し
て
日
夜
街
頭
指
導
に
あ
た

り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

後
藤　

文
昭
さ
ん
（
入
田
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
交
通
指
導

隊
員
と
し
て
日
夜
街
頭
指
導
に
あ
た

り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

○
地
方
自
治

後
藤　

憲
幸
さ
ん
（
西
福
寺
）

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
及
び
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

和
田　

幸
生
さ
ん
（
平
田
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

阿
部　

重
幸
さ
ん
（
宮
平
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
及
び
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

荒
巻　

文
夫
さ
ん
（
飛
田
川
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

本
田　

忠
さ
ん
（
米
納
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

山
村　

哲
朗
さ
ん
（
高
城
）

　

13
年
の
永
き
に
わ
た
り
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
を
務
め
、
公
明
正
大
な

選
挙
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

杉
村　

邦
夫
さ
ん
（
久
住
）

　

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
を
務
め
、
公
明
正
大
な

選
挙
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

森　

文
夫
さ
ん
（
志
土
知
）

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
を
務
め
、
公
明
正
大
な

選
挙
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

早
川　

和
さ
ん
（
竹
田
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

古
荘　

與
六
さ
ん
（
長
湯
）

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
公
有
林
保

護
巡
視
員
と
し
て
三
宅
山
の
保
全
育

林
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
他

ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ヒ
ン
デ
ル
レ
さ
ん

（
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
）

　

20
年
の
永
き
に
わ
た
り
新
竹
田
市

及
び
旧
直
入
町
と
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
と
の
親
善
交
流
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰

後
藤　

元
義
さ
ん
（
下
田
北
）

　

29
年
の
永
き
に
わ
た
り
直
入
少
年

柔
道
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
、
青

少
年
健
全
育
成
と
少
年
柔
道
の
普
及

活
動
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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食育ツーリズム雇用創出大作戦 !（新パッケージ事業実現事業・デザイングレードアップ事業）

松
尾　

文
茂
さ
ん
（
神
堤
）

　

25
年
の
永
き
に
わ
た
り
直
入
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
、
青

少
年
健
全
育
成
と
少
年
剣
道
の
普
及

活
動
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
感
謝
状

黒
田
ス
ヱ
ミ
さ
ん
（
小
川
）

　

 

娘
の
故
・
黒
田
ト
ヨ
子
さ
ん
が

愛
用
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

寄
贈
さ
れ
、
本
市
の
文
化
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

古
庄　

宏
規
さ
ん
（
炭
竃
）

　

古
庄
家
所
蔵
の
豊
後
南
画
に
関
連

し
た
文
人
墨
客
の
書
画
、
短
冊
帖
等

を
寄
贈
さ
れ
、
本
市
の
文
化
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
功
績
を
讃

え
る
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

続々登
場 食育ツーリズムから生まれた竹田の宝モノたち

　一般的に雇用創出のためにはまず企業誘致という手法が取られます。そういったなか、一見遠回りのよ
うにみえる手法をとっているのが竹田食育ツーリズム雇用創出大作戦です。この手法は市民の手で商品や
観光情報商品を産み出すことで起業・創業し、自ら働く場所を創出しようとするもので竹田流（スタイル）
ともいえるものです。この事業も 2年目を過ぎた今、竹田独特の商品化による起業・創業の芽が目に見え
始めています。今回はそのなかでも実現事業の視点から進捗状況をご紹介します。

其の
一

其の
二商品にはデザインがカンジン かゆいところに手が届く

商品化・起業化のお手伝いも　自信をもって商品化しても手に取ってもらわなけ
れば意味がありません。商品の良さが伝わらなけれ
ば買ってもらえません。今、実現事業では地産地加
地消を基本に商品化しつつあり、独自のデザイン戦
略が注目を集めています。今年 11 月末現在、「おは
よう（とまとジュース）」や「竹田たなぼた幸房（森
のサキイカ）」など 12 品目以上の商品化が進行中で
す。

　商品化や起業には専門的な人材や機関による勉強
が必要です。実現事業ではこういった要望に応える
べく様々な講習会を企画開催しています。
　例えば 11 月には、
○価格の決め方 ? 商品流通のしくみなど：大分県産
　業創造機構
○加工技術の相談は：大分県産業科学技術センター
○包装材の選び方は：包装材料専門業社の講習会
○インターネットで情報発信：ブログ講習会
○デザイン相談会：デザイン相談員によるアドバイ
　ス

お気軽にお問い合わせください。

詳しくはお電話を
エリアラボ　たけたまで　☎ 0974-62-3888  

◎最後に販路拡大の動きとして前号でお知らせした東京中延商店
街との広域連携事業は少しスケジュールが延び、来春に活動が開
始されます。ここは首都圏への商品販売の足掛かりとして期待が
ふくらんでいます。

↑ブログ講習会（大好評） ↑物流システム勉強会

㈳全国社会教育委員連合表彰
　 吉 岡 雄 三 さん（73歳・上鹿口）

　社会教育委員、公民館分館長として長年にわたり、青
少年教育から高齢者教育まで多岐分野において、社会
教育の指導者として、学習機会の提供や教育支援に取り
組まれ社会教育の発展と振興、活性化に尽力されました。

地域福祉の向上に尽力
大分県知事表彰

【自力更生者】安部ツルエ（瓜作）、
大久保文明（長野）、志賀ノブ子（阿
蔵野）、糸数幸生（次倉中央）
大分県知事賞

【高齢者介護賞】野崎千江乃（飛田
川田原）、吉野俊之（下田）、工藤
嘉代（雉ヶ平）、小野君子（天神町）

【優良老人クラブ賞】久住高砂会第
五クラブ、老人クラブ

【指導者功労賞】佐藤弘美（田代）
大分県社会福祉協議会会長表彰

【社会福祉事業関係功労者・社会福
祉施設職員】武田寿博（コロニー
久住）、田尻富子（久住荘）、麻生
秀子（久住荘）

【大分県共同募金会会長感謝状・篤
志寄付者・団体】
小澤　勇（古屋敷）、山村正喜（杣谷）

【大分県老人クラブ連合会会長賞・
優良老人クラブ賞】
平村老人クラブ

【老人クラブ功労賞】菅　十郎（桜
町西）、古荘房登（桑畑上）（敬称略）
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ケーブルネットワーク特集　第29回
　ケーブルネットワーク事業については、平成 22 年 3月の完成をめざし
急ピッチで工事を行っています。
　伝送路・引込・宅内工事に、みなさんのご協力をお願いいたします。

➡ ➡

■工事等に関するお知らせ
⑴引込工事後の告知端末機設置工事時期（予定）

⑵テレビ放送サービス開始までのながれと設置イメージ

　・光成端箱とは、光ケーブルを屋外用から屋内用に繋ぎ換えるための箱です。
　・V-ONU とはテレビ放送用の光受信装置、D-ONU とは告知端末機等の通信用の光受信装置です。
　・宅内工事指定店へのテレビ接続工事の依頼は、告知端末機設置後 1 か月以内にお願いします。
　・テレビ宅内工事費用は加入者負担で、宅内工事指定店に直接支払っていただきます。工事の前に見積金額の
　　説明を受け、納得した後に工事を行ってください。
　・告知端末機からの音声放送は、平成 22 年 4 月からを予定しています。
　・機器の設置後の移設が必要な場合は、原則として加入者負担となりますので、設置工事の前に家族で引込
　　（V-ONU）、告知端末機の設置場所をご相談ください。

⑶多チャンネル・インターネットサービスの開始までのながれ
　※サービス提供者は、大分ケーブルテレコム㈱（略称：OCT）です。

■各種お問合わせ先
　○ケーブルネットワーク事業全般　企画情報課ケーブルネットワーク推進室　☎ 63-4801
　○取材依頼・テレビの視聴　　　　ケーブルネットワークセンター　　　　　☎ 76-1415

①引込み、光成端箱取付
　電柱等から光ケーブルを建物の外
壁まで引込み、光成端箱（V-ONU
内蔵）を取り付けます。

②D-ONUと告知端末機設置
　光成端箱から、光ケーブルを屋内配
線し、D-ONU と告知端末機を設置し
ます。（市が行う工事はここまでです。）

③宅内工事
　加入者から、宅内工事指定店に工
事を依頼し、工事が終わればケーブ
ルでテレビをご覧いただけます。

光成端箱
（V-ONU内蔵）

D-ONU 告知端末機

①テレビ宅内工事完了
②指定業者から市へ完了報告（約 1週間）
③市からOCT へ通知（1週間以内）
④OCT から加入者へ契約書等送付（約 1週間）
⑤加入者が契約書に記入しOCT へ返送

【インターネットの場合】
⑥OCT が契約者へ設定マニュアル等を郵送（約 1週間）
⑦契約者が接続および設定　⇒　 サービス開始

【多チャンネルの場合】
⑥OCT 代理店が契約者宅へ STB を設置（日程調整後）
　⇒ 　サービス開始

【その他】
 ・インターネットの接続・設定がご自身で出来ない場合は OCT に相談してください。
・OCT 代理店の名簿は、契約書等送付の時に同封します。
・インターネットや多チャンネルのお問合わせは、大分ケーブルテレコムへ　☎ 64-3801（IP 電話可）
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↑幻想的な景観（十六羅漢）

↑ウーファン＆イラナコンサート
　中国古箏と馬頭琴の競演（広瀬神社）
←オープニングセレモニーで点火をする
　山村明・加奈恵夫妻

　竹田の秋の風物詩となっている第 10 回たけた竹
灯籠『竹楽』が 11 月 20 日から 22 日の 3 日間、
竹田市街地、歴史の道周辺を中心に開催されました。
　十六羅漢や武家屋敷通りなどには、約2万本の竹
灯籠が並べられ、観光客らを幽玄の世界に誘いました。
　また、樋口了一ライブやオカリナをはじめ、竹笛、
三味線など、市内各所で演奏会が行われました。
　今年はドイツ交流 20 周年を記念してバートクロ
ツィンゲン市から訪問団が会場を訪れ、竹楽 10 周
年に華を添えていただきました。

城下町を照らして10周年
たけた竹灯籠『竹楽』

救急活動協力者に感謝状

　

道
路
に
倒
れ
て
い
た
男
性
を
発
見

し
、
心
肺
蘇
生
法
を
迅
速
か
つ
的
確

に
行
い
、
人
命
を
救
っ
た
井
眞
理
子

さ
ん
（
米
納
）、
相
良
千
鶴
代
さ
ん

（
轟
木
）、渡
邊
ま
ゆ
み
さ
ん
（
今
村
）

の
３
名
に
、
竹
田
市
消
防
本
部
は
11

月
２
日
、
救
急
活
動
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

万葉の里・城原もみじ祭り

　

第
10
回
万
葉
の
里
・
城
原
も
み
じ

祭
り
並
び
に
敬
老
会
が
11
月
８
日
、

旧
朝
日
酒
造
酒
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
原
小
学
校
児
童
の
合
唱
や
明
治

子
ど
も
神
楽
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
地

区
を
あ
げ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
回
記
念
に
協
賛
し
、
米

納
公
民
館
周
辺
を
会
場
に
文
化
祭
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南極の石を寄贈

　

竹
田
市
出
身
の
井
野
忠
敬
さ
ん（
別

府
市
）
か
ら
「
南
極
の
石
」
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

海
上
自
衛
官
時
代
に
南
極
観
測
船
ふ

じ
が
海
上
自
衛
隊
基
地
へ
持
ち
帰
っ

た
石
を
母
校
で
あ
る
明
治
小
学
校
に

て
、
昭
和
58
年
か
ら
閉
校
す
る
ま
で

の
間
展
示
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
極
の
石
は
地
球
上
で
最
も
古

く
、
少
な
く
と
も
５
億
年
以
上
前
の

も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。現
在
、

南
極
か
ら
の
持
ち
出
し
は
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
大
変
貴
重
な
石
で
す
。

↑豪快なトマトリゾットづくり !  おいしそ～♪

地域の秋まつり賑わう

　第 4 回トマト天国 in おぎ・第 29 回
荻ふるさとまつりが 11 月 3 日、荻福
祉健康エリアで開かれました。
　トマトリゾットやパスタ、高原の野
菜サラダバーには長い行列ができてい
ました。

↑元気に神楽を舞う直入幼稚園の園児たち

　第 33 回直入地域ふるさと振興祭が
11 月 8 日、直入支所で開かれました。
　子どもたちの作品展示やステージ発
表、直入牛の焼肉、地元農産物の即売
などが行われ、会場は終日賑わいました。
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↑大分大学准教授で工学博
　士の的場 哲氏

新たなる歴史へ! 第1回川端康成講演会

村上和雄　
筑波大学名誉教授→

　

平
成
21
年
10
月
27
日
、「
第
１
回

川
端
康
成
記
念
講
演
会
」
が
Ｄ
Ｎ
Ａ

解
明
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
村
上
和

雄
筑
波
大
学
名
誉
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
竹
田
高
等
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
10
月
27
日
に
、
こ
こ
竹

田
の
地
を
訪
れ
、
28
日
に
竹
田
高
校

の
全
校
生
徒
を
前
に
講
演
さ
れ
た
ノ

ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
家
川
端
康
成

先
生
。
こ
の
輝
か
し
い
歴
史
的
な
日

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
胸
に
刻
み
、
今

に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
願
い
を
込

め
、今
年
か
ら
始
め
た
講
演
会
で
す
。

　

村
上
先
生
の
講
演
は
、笑
い
を
始
め

と
す
る
感
性
、感
動
す
る
心
が
眠
っ
て

い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
呼
び
起
こ
し
、時
に
は

奇
跡
を
も
生
じ
さ
せ
る「
サ
ム
シ
ン
グ

グ
レ
ー
ト
」の
世
界
等
々
、感
性
と
結

び
つ
く
遺
伝
子
の
話
を
、ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

↑植栽を体験する久住保育園の園児たち

オ
リ
ー
ブ
基
金
で

　

未
来
の
森
づ
く
り

　

久
住
桜
の
森
づ
く
り
協
議
会
は
、

11
月
６
日
、久
住
桜
の
森（
国
道
４
４
２

号
線
新
バ
イ
パ
ス
斜
面
）
で
「
瀬
戸

内
オ
リ
ー
ブ
基
金
」
の
助
成
金
で
購

入
し
た
カ
エ
デ
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
木
３
０
０
本
の
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。

　

植
栽
に
は
、
地
域
住
民
と
久
住

保
育
園
児
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

登山道侵食に一役
　大分大学准教授で工学博士の的場 哲氏と
NPO 法人久住高原みちくさ案内人倶楽部メ
ンバーなど約 10 名が、久住山赤川登山道
4 合目で登山道侵食防止のために、間伐材
の丸太、板、鉄柵等資材を搬入し登山道整
備を行っています。
　これは大分県森林環境税「新たな森林づ
くり事業」にかかるもので、久住山赤川登
山道 3 合目に鉄網と木材で約 300 段の階
段を設置する予定です。
　この事業は、教授が何度もくじゅう連山
に訪れ、登山中に道が雨水などで流され、

「侵食が激しく登山道が歩きにくい、どう
にかならないか。」、「いつも訪れ楽しまし
てくれるくじゅう連山に何かできないか」
ということで事業を立ち上げ、今回 NPO
法人久住高原みちくさ案内人倶楽部協力で
実現したものです。
　教授は、「約 20 年ぐらいもってほしいと
考えているが、現地は登山者も多く、台風
時期の雨量が多い時期、冬の積雪の度合い
などでどれくらい耐えられるのか経過を見
ていきたい。」また「今回久住高原みちく
さ案内人倶楽部の方々の協力があり、こう
いった専門の鉄にかかる事業ができるなん
て山に感謝だ。」と語ってくれました。

文化のまちで芸能の競演

　

11
月
８
日
、
竹
田
市
文
化
連
盟
主

催
の
秋
季
芸
能
祭
が
竹
田
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
21
組
に
よ
る
民
謡
や

舞
踊
、
大
正
琴
、
長
唄
な
ど
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
ら
ゆ
り
ち
び
っ
こ
太
鼓

の
特
別
演
奏
も
行
わ
れ
、
会
場
は
拍

手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

元気だせ! 花水月で小心ズライブ

　

11
月
６
日
、
花
水
月
を
応
援
し
よ

う
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
・

小
心
ズ
の
ラ
イ
ブ
が
竹
田
温
泉
花
水

月
２
階
大
広
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
１
１
０
人
の
観
客
が
訪

れ
、
コ
ミ
カ
ル
な
無
言
劇
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
天
才
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
コ
ナ
ー
の

ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

筑紫哲也名誉館長を偲ぶ

　

瀧
廉
太
郎
記
念
館
名
誉
館
長
の
筑

紫
哲
也
さ
ん
の
命
日
で
あ
る
11
月
７

日
、
記
念
館
に
は
追
悼
の
意
を
込
め

て
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

写
真
は
、
追
悼
コ
ー
ナ
ー
に
て
ハ

ー
モ
ニ
カ
で
「
荒
城
の
月
」
を
献
奏

す
る
遼
寧
工
業
大
学
（
中
国
遼
寧
省

錦
州
市
）の
榎
木
田
仁
水
客
座
教
授
。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。〔企画情報課　☎ 63-4801　E-mail：kikaku＠city.taketa.lg.jp〕

←
「
大
事
な
の
は
、
山
頭
火

　

と
同
じ
気
持
ち
に
な
る
こ

　

と
」
と
話
す
秋
山
巌
先
生

↑早川和会長、後藤善文さん、
　後藤利己さん（写真左から）

↑「旅行の計画をします !」

パ
ス
ポ
ー
ト
第
１
号

　

11
月
２
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

が
市
役
所
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
申
請
は
阿
南
裕
康
さ
ん
、

益
子
さ
ん
ご
夫
妻
で
し
た
。

万
が
一
の
火
災
に
備
え
て

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
期
間
中
の
11

月
８
日
、
竹
田
市
消
防
団
竹
田
方
面

隊
第
３
分
団
管
内
で
建
物
火
災
防
御

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
防
犯
功
労
者
表
彰

○
全
国
防
犯
協
会
会
長
・
警
察
庁
長

官
連
名
表
彰 

【
防
犯
栄
誉
銀
章
】　

　

後
藤　

利
己

○
九
州
防
犯
協
会
連
合
会
長
・
九
州

管
区
警
察
局
連
名
表
彰 【
個
人
】

　

後
藤　

善
文

○
大
分
県
防
犯
協
会
長
・
大
分
県
警

察
本
部
長
連
名
表
彰
【
団
体
】
竹
田

地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊  

（
敬
称
略
）

茅野先生 19年間の哲学講座
ありがとうございました

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
の
文
化

講
座
と
し
て
、
平
成
３
年
８
月
か
ら

始
ま
っ
た
茅
野
良
男
先
生
の
哲
学
講

座
が
、
10
月
29
日
、
19
年
間
の
歴
史

に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
に
哲
学
を
伝
え
た
江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
先
人
の
偉
業
を

伝
え
た
か
っ
た
。
19
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
は
先
生
の
弁

で
す
。
竹
田
市
出
身
と
は
い
え
、
哲

学
者
と
し
て
、
日
本
で
第
一
人
者
の

先
生
の
講
座
が
、
当
市
で
開
催
で
き

た
こ
と
は
奇
跡
的
で
す
。

↑最後の講義をする茅野先生（竹田創生館）

羽
田
野
光
則
さ
ん
が
県
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

　

第
39
回
大
分
県
技
能
祭
が
11
月
８

日
に
大
分
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
）
で
開
催
さ
れ
、
技
能
コ

ン
ク
ー
ル
・
建
築
大
工
の
部
で
竹
田

地
域
技
能
士
会
か
ら
参
加
し
た
羽
田

野
光
則
さ
ん
（
31
歳
・
挾
田
・
羽
田

野
建
築
）が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

技
能
者
の
技
能
の
向
上
と
、
技
能

に
対
す
る
社
会
的
な
認
知
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
県
内
各
地
域
の
技
能
士

会
か
ら
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

建
築
大
工
の
部
で
は
競
技
課
題
と

し
て
「
四
方
転
び
」
を
制
限
時
間
内

に
製
作
。
パ
ー
ツ
の
接
着
は
ほ
ぞ
組

み
加
工
で
、
釘
や
ボ
ン
ド
等
は
使
用

で
き
ず
。
木
の
癖
や
湿
気
に
も
配
慮

が
必
要
と
な
り
、「
安
全
」・「
正
確
さ
」

に
加
え
て
、
技
能
士
と
し
て
の
「
気

質
」
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

羽
田
野
さ
ん
は
、
平
成
18
年
に
一

級
建
築
士
大
工
技
能
士
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
。
今
後
も
「
自
分
の
満
足
の

い
く
も
の
に
、

こ
だ
わ
り
続

け
た
い
。」
と

語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

↑「いろんな仕事に挑戦してみたい」と
　羽田野光則さん

高山健治さんが九州歯科医学大会剣道大会で優勝

←「剣道がとにかく好き
　だから続けられる」と
　話す高山健治さん

　

九
州
地
区
連
合
歯
科
医
師
会
剣
道

部
主
催
「
第
62
回
九
州
歯
科
医
学
会

剣
道
大
会
」
が
10
月
18
日
、
別
府
市

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
50
歳
以
上

の
部
で
32
回
連
続
出
場
の
高
山
健
治

さ
ん
（
70
歳
・
高
山
歯
科
医
院
）
が

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

職
業
柄
、
剣
道
に
打
ち
込
め
る
時

間
の
余
裕
が
で
き
た
の
も
60
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
現
在
週
３

回
の
練
習
会
に
参
加
し
、
そ
れ
以
外

の
日
は
走
り
込
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
大
会
は
１
年
間
の
練
習
成

果
の
披
露
目
の
場
。
１
年
１
年
が
勝

負
。
ま
た
来
年
の
大
会
に
向
け
て
頑

張
る
よ
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

話
す
高
山
さ
ん
。
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

版
画
家
・
秋
山
巌
先
生
が

山
頭
火
を
語
る

　放浪の天才俳人・種田山頭火は全国を放浪し、その
生涯に 1 万を越える自由律俳句を残しました。竹田市
には、昭和 4 年 12 月と翌 5 年 11 月の 2 回訪れ、多
くの秀作を残しています。
　これを記念して11月10日から15日にかけて「竹田・
山頭火ウィーク」が開催され、市民ギャラリー水琴館ほ
か市内各所で山頭火の各種展示会などが催されました。
　11月15日、山頭火・秋山巌版画館では版画家・秋山
巌先生が「竹田と山頭火と私」と題してトークショーが
行われました。棟方志功氏との出会いや修行時代のエピ
ソードを交えて、版画の奥深さを話していただきました。
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シリーズ

産業
おこし

竹
田
市
の
生
活
排
水
処
理
の
現
状

　

竹
田
市
で
は
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
「
竹
田
市
汚
水
処
理
基
本
構
想
」
の
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
竹
田
市
の
生
活
排
水

処
理
施
策
は
、
七
里
地
区
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
、
荻
桜
町
地
区
の
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
、
久
住
地
区
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
、
こ
れ
ら
以
外
の
地

区
を
浄
化
槽
整
備
区
域
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
課
題
と
し
て
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
加
入
率
の
向
上
と
竹
田
市

街
地
の
生
活
排
水
の
処
理
方
策
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
自
治
会
の
方
々
と

協
議
の
場
を
設
け
、
将
来
地
元
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
処
理
方
策
を
皆
様

と
と
も
に
模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
の
現
状

　

荻
桜
町
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
は
、
馬
場
・
桜
町
地
区
５
自
治
会
を
処

理
区
域
と
し
、
処
理
対
象
人
員
１
、７
７
０

人
の
施
設
で
す
。
平
成
７
年
度
か
ら
平
成

12
年
度
に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
総
事
業
費

は
18
億
７
、８
８
８
万
６
千
円
、
平
成
12

年
４
月
１
日
に
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

久
住
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
は
久
住
地
区
15
自
治
会
（
一
部
区

域
を
含
む
）
を
処
理
区
域
と
し
、
処

理
対
象
人
員
１
、６
５
０
人
の
施
設
で

す
。
平
成
10
年
度
か
ら
平
成
15
年
度

に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
総
事
業
費
は

13
億
６
、７
２
１
万
81
千
円
、
平
成
14
年

７
月
１
日
に
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
供
用
開
始
か
ら
７
年
か

ら
９
年
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年

９
月
30
日
現
在
の
加
入
状
況
は
荻
・
桜

町
地
区
が
対
象
件
数
４
８
４
件
に
対
し

２
９
３
件
、
加
入
率
60
・
５
％
、
久
住
地

区
が
対
象
件
数
４
０
８
件
に
対
し
２
４
８

件
、
加
入
率
60
・
８
％
と
他
市
の
施
設
と

比
較
し
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

 

運
営
の
状
況

　

前
述
の
施
設
整
備
に
要
し
た
経
費
の

う
ち
、
国
、
県
の
補
助
金
を
充
当
し
た

残
り
分
、
或
い
は
県
営
事
業
の
負
担
金

を
長
期
債
に
よ
り
充
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
長
期
債
の
借
入
額
は
、
荻

桜
町
地
区
が
７
億
８
、６
３
０
万
円
、
久

住
地
区
が
４
億
９
、１
３
０
万
円
で
、
合

わ
せ
て
12
億
７
、７
６
０
万
円
の
借
入
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
債
務
の
償
還
の
た

め
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
行
う
一
方
、

平
成
16
年
度
よ
り
地
方
債
の
借
入
を
行

い
償
還
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め

た
平
成
20
年
度
末
現
在
の
農
業
集
落
排

水
事
業
の
市
債
残
高
は
９
億
８
７
８
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
長
期
債
の
償

還
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
は
元

利
合
わ
せ
て
１
億
９
６
３
万
円
の
償
還

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
長
期
債
の
償

還
額
は
徐
々
に
減
少
す
る
も
の
の
、
依

然
全
体
事
業
費
に
占
め
る
長
期
債
の
償

還
額
の
割
合
が
高
く
、
数
年
間
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
と
長
期
債
の
借
入
よ

る
長
期
債
の
償
還
を
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
（
一
般
管
理
費
、
施
設

管
理
費
）
は
使
用
料
に
よ
っ
て
賄
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
は
両

施
設
と
も
料
金
収
入
に
よ
り
施
設
管
理

費
分
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
処
理
区
域
内
の
人
口
は
減
少
を

続
け
て
お
り
、
施
設
の
運
営
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

今
後
の
方
針

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、
旧
荻

町
、
旧
久
住
町
が
、
処
理
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
々
が
都
市
並
み
に
快
適
に
過

ご
し
て
頂
く
こ
と
と
生
活
排
水
が
周
辺

流
末
農
家
の
営
農
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

を
考
慮
し
、
巨
費
を
投
じ
て
建
設
し
た

も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、
処
理
区
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
皆
さ
ん
に
加
入
し
て
頂
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
施
設
へ
の
加
入
を
促

進
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、

地
元
の
皆
様
の
意
見
を
頂
き
た
い
の
で
、

処
理
施
設
は
処
理
区
域
に
お
住
ま
い
の

皆
様
と
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
建
設
課

　

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

　
お
知
ら
せ　
平
成
21
年
度
竹
田
市
浄
化

槽
整
備
事
業
の
浄
化
槽
設
置
申
請
の
受

付
を
平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
で
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
締
切
日
以
降

に
申
請
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
４
月
以
降
の
設
置
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

◎
閉
塞
感
か
ら

　

抜
け
出
す
取
り
組
み

　

年
間
を
通
じ
市
内
各
所
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
。
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
は
、
実
に
ユ
ニ
ー
ク
で

来
場
者
に
多
く
の
満
足
感
を
与
え

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
開

催
が
単
発
な
上
、
特
定
地
域
の
自

己
満
足
に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う

指
摘
も
耳
に
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
破
す
る

た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
も

視
野
に
入
れ
た
長
湯
温
泉
の
開
湯

３
０
０
年
記
念
祭
や
癒
し
と
健
康

を
テ
ー
マ
と
し
た
美
肌
ス
ポ
ネ
快

道
の
事
業
、
第
３
種
旅
行
業
を
取

得
し
た
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の

「
旬
旅
」
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
、
長

期
的
な
展
望
に
立
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

◎
再
生
を
託
す

　

☆
光
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
☆
の
開
催

　

連
続
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

加
え
、
と
り
わ
け
久
住
高
原
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
冬

期
の
観
光
客
数
の
底
上
げ
が
あ
り

ま
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
久
住
高
原

の
新
緑
や
涼
風
、
紅
葉
を
求
め
、

観
光
産
業
の
浮
沈
を
握
る

 

久
住
高
原
の
再
生
〜
後
編
〜

大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
車
列
が
う

そ
の
よ
う
に
12
月
か
ら
の
車
は
、

ま
ば
ら
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

高
原
再
生
に
向
け
た
起
死
回
生
の

策
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
久
住

高
原
光
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
で
す
。

　

く
じ
ゅ
う
花
公
園
内
の
彩
り
の

丘
を
舞
台
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
に
よ
る
西
日
本
最
大
の

光
の
花
畑
が
、
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
11
月
28

日
か
ら
12
月
25
日
に
か
け
行
わ
れ
、

旅
行
社
に
よ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
多

数
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
起
爆
剤
と
な

り
、
久
住
高
原
、
ひ
い
て
は
竹
田

の
「
冬
の
魅
力
」
を
全
国
に
発
信

で
き
る
こ
と
が
、
再
生
の
鍵
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。
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保健だより

　〈材　料〉 （約 20 個分）

大　根　　　　　　   400g 
人　参　　　　　　 　80g
鶏手羽先　　　　　　 4本
サラダ油　　　　大さじ 1 
ゆ　ず　　　　　　　 1個
水　　　　　　1/2 カップ
酒　　　　　　1/2 カップ
しょうゆ　　　　大さじ 1
みりん　　　　　大さじ 2
塩　　　　　　　　　少々

大根のゆず煮
今月の食材 : ゆず
　ゆず ( 柚子 ) にはビタミンCやクエン酸
などが豊富に含まれています。 ビタミンC
は、肌にはりをもたせたり、コラーゲンと
働くことで免疫力を高め、風邪のひきにく
い身体をつくりあげます。 抗がん作用も期
待できます。ジュースやお茶にして日常的
に飲んだり、煮て食べたり、化粧水にした
りと、皮から種まで丸ごと使えるのも嬉し
いですね。美容効果が高いので是非ともこ
の季節、利用してみてください。

〈作り方〉
①大根は皮をむき、大き目の乱切りする。人参も
　乱切りにする。鶏手羽先は塩少々振って、下味
　をつけておく。
②ゆずは横半分に切って、種を除き、5 ㎜厚さの
　イチョウ切りにする。
③鍋に油を熱し、鶏を入れ、表面に焼き色をつけ
　る。
④大根と人参も加えて炒め、油が回ったら水と調
　味料とゆずを加えて、落とし蓋をして煮汁が半
　分になるくらいまで煮詰める。

　

30
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
酒
の
飲

み
方
が
一
変
し
ま
し
た
。楽
し
い
酒
・

み
ん
な
と
語
り
合
い
な
が
ら
飲
む
酒

か
ら
、
た
だ
体
内
に
流
し
込
む
酒
に

な
り
ま
し
た
。

　

30
歳
半
ば
、
転
勤
に
よ
る
職
場
環

境
の
変
化
、
家
族
の
入
院
が
重
な
り

酒
に
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。
顔
は
赤

黒
く
、
目
は
充
血
、
全
身
倦
怠
感
の

中
で
職
場
に
向
か
う
わ
け
で
す
か
ら

当
然
ま
と
も
な
仕
事
が
で
き
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

酒
を
や
め
た
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
抜
き
た
い
と
思
い

な
が
ら
約
10
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し

た
。

　

身
体
も
心
も
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
り
入
院
し
ま
し
た
。「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」
と
診
断
さ
れ
、
先
生
の

紹
介
で
熊
本
県
内
の
断
酒
会
と
出
会

い
ま
し
た
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い

る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
中
で
体
験
談
を
語
り
合
う

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
約
１
時
間
か

け
て
会
場
に
通
う
こ
と
は
決
し
て
楽

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仲
間

に
会
え
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
通
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き

支
え
合
う
こ
と
で
段
々
と
酒
が
離
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
断
酒
で
き
て
10
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ

い
た
仲
間
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
酒
ま
み
れ
の
10
年
間
は
苦
し
い

10
年
間
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
10
年

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。
断

酒
し
て
よ
か
っ
た
。
苦
し
い
10
年
は

無
駄
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
気
づ
き
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
以
上
に
、
迷
惑
を

か
け
た
家
族
、
地
域
の
人
た
ち
に
心

か
ら
謝
罪
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

竹
田
断
酒
会
が
で
き
て
７
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
多
く
の
仲
間
が
集
ま
り
、

語
り
合
っ
て
い
ま
す
。
北
九
州
、阿
蘇
、

八
代
、
延
岡
か
ら
も
、
た
だ
酒
を
や

め
る
そ
の
こ
と
だ
け
で
参
加
し
て
い
ま

す
。
酒
害
に
悩
ん
で
い
る
本
人
や
家

族
の
方
、
私
た
ち
と
「
酒
の
な
い
人

生
を
歩
み
ま
せ
ん
か
？
」。
一
度
断
酒

会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
そ
こ
に
は
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

い
か
が
で
し
た
か
。
体
験
談
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
く
の
に
は
、
大
変

な
決
意
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
た
ち
が
１

人
で
も
多
く
「
断
酒
」
に
つ
な
が
っ

て
欲
し
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
回

復
す
る
た
め
に
は
「
断
酒
」
が
必
要

で
す
。
も
し
か
し
た
ら
と
思
わ
れ
た

ら
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
助
グ
ル
ー
プ
「
竹
田
断
酒
会
」

　

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
午
後
７
時

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
福
祉
事
務
所　

福
祉
係

☎
63-

４
８
１
１
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復

　
　
　
　
　
　
　

〜
当
事
者
の
体
験
談
〜

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
診
断
を
受
け
、
現
在
は
断

酒
を
継
続
し
て
い
る
方
の
体
験
談
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ご
自
身
や
身
近
な
人
に
も
同
じ
よ
う
な
体
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

「こころの健康相談」
をご利用ください

　竹田市心の相談支援事業所が
月 1 回、地域の保健センターで
巡回相談（要予約・無料）を行
っています。
【日程】竹田地域 : 第 4 火曜日
　荻 地 域 : 第 1 月曜日
　久住地域 : 第 4 木曜日
　直入地域 : 第 3 水曜日
　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
※変更等の場合がありますので、
　広報たけた「竹田市のこよみ」
　や「竹田市心の相談支援事業
　所」でご確認ください。
【予約先】
　竹田市心の相談支援事業所
　☎ 63-3346
　月曜日～金曜日　9 時～17時
※祝祭日・年末年始は休み
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工
藤　

一
記

　

工
藤
一
記
は
嘉
永
６
（
１
８

５
３
）
年
に
竹
田
村
23
番
地
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
は

佐
藤
九
郎
太
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）

年
に
養
子
縁
組
に
よ
り
工
藤
に

改
姓
し
名
前
も
一
記
と
改
め
ま

し
た
。

　

大
阪
師
範
学
校
を
経
て
宮

内
省
御
用
掛
と
な
り
、
明
治
18

（
１
８
８
５
）
年
に
は
学
習
院

幹
事
兼
教
授
も
務
め
、
晩
年
は

宮
中
顧
問
官
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
、

帝
国
大
学
（
現
東
大
）
大
学

院
生
だ
っ
た
夏
目
漱
石
は
、
工

藤
一
記
の
推
薦
で
学
習
院
に
就

職
で
き
る
も
の
と
思
い
込
ん
で

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
想

に
反
し
て
重
見
と
い
う
人
に
内

定
し
た
の
で
す
。
漱
石
は
諦
め

て
松
山
・
熊
本
で
の
教
職
を
経

て
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
作
家
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
学
習
院
に
勤
め
て
い
た

工
藤
一
記
が
、
教
授
の
採
用
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
漱

石
の
採
用
に
関
し
て
異
説
を
唱

え
る
人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
漱
石
の
進
路
に
影
響

を
与
え
た
人
物
と
し
て
注
目
さ

れ
、
ロ
ン
ド
ン
漱
石
記
念
館
に

は
工
藤
一
記
の
写
真
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
の
生
活
が
長
く
続
き

ま
し
た
が
、
常
に
郷
里
竹
田
の

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
数
度
帰

郷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
居
の

あ
っ
た
愛
宕
谷
（
竹
田
）
の
一

字
を
冠
し
て
、
号
を
宕
渓
と
し

ま
し
た
。
書
に
秀
で
広
瀬
中
佐

銅
像
銘
の
撰
文
な
ど
を
残
し
て

い
ま
す
。

　
（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

本
田
耕
一

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学
び
舎

竹
田
幼
稚
園

「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を
」

　

本
年
度
の
竹
田
幼
稚
園
児
は
、
男

子
17
名
・
女
子
13
名
、
計
30
名
の
元

気
で
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

元
気
な
こ
ど
も　

考
え
る
こ
ど
も

　

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

３
つ
の
目
指
す
園
児
像
を
掲
げ
、

日
々
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
加
え
、
両
親
共
働
き
が

多
く
、
な
か
な
か
親
子
で
触
れ
合
う

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
、
毎
年
夕
涼
み
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
を
中

心
に
、か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
く
じ
引
き
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
保
護
者
が
全
員
何
か
の

役
に
つ
き
、
交
代
し
な
が
ら
親
子
で

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
か
わ
い
い
浴
衣
姿
で
参

加
。
い
つ
も
と
違
っ
た
幼
稚
園
の
表

情
や
お
家
の
人
の
姿
に
少
し
照
れ
な

が
ら
、
で
も
と
て
も
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
極
め
つ
け
は
、
お

父
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
て
く
れ
た
仕

掛
け
花
火
で
す
。
火
が
つ
い
て
炎
が

上
が
っ
た
瞬
間
「
お
〜
〜
！
」
と
い

う
声
と
と
も
に
大
き
な
拍
手
が
…
。

感
動
の
瞬
間
で
す
。
夏
の
午
後
６
時

〜
８
時
ま
で
ほ
ん
の
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
親
子
で
同
じ
時
間
を

共
有
し
、
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
で

共
通
の
話
題
が
で
き
た
り
、
親
子
の

距
離
が
さ
ら
に
縮
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
三
学
期

に
は
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
も
あ

り
、
親
子
で
一
緒
に
料
理
を
す
る
な

ど
、
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
作
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
感
想
に

は
、「
自
分
で
作
っ
た
も
の
な
の
で
、

全
部
食
べ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。」

「
日
頃
は
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
時
間
を
見
つ
け
て
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。」
な
ど
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
は
い

ろ
ん
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
と
思

い
、
年
間
た
く
さ
ん
の
行
事
を
組
ん

で
い
ま
す
。
竹
田
市
内
の
公
立
幼
稚

園
３
園
で
の
交
流
保
育
（
年
２
回
）、

小
学
校
と
の
運
動
会
、
親
子
動
物
園

見
学
、
い
も
掘
り
、
瀧
音
楽
祭
参
加
、

人
形
劇
観
劇
、
発
表
会
な
ど
。
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
数
々
の
行

事
や
、
日
々
の
園
生
活
の
中
か
ら
、

頑
張
る
力
、
粘
り
強
さ
、
助
け
合
う

心
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

何
よ
り
、
み
ん
な
と
一
緒
が
一
番

楽
し
い
と
思
え
る
教
育
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
芳
中
恵
子
） ↑竹田幼稚園舎全景

↑けろけろけろっぴ～と 1 等賞 !（運動会）

↑いもほったど～（芋ほり体験）

↑浴衣姿かわいいでしょ ?（夕涼み会）

夏目漱石の進路に関わる
工藤　一記



図書館から

12月の
お知らせ

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

23　2009年 12月発行

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

10

誕
生
お
め
で
と
う

〔一般の本〕
・オンエア（上・下）　　　　　　　　　　　柳　美里
・木練柿              　　　　　　　　　あさの　あつこ
・名文で巡る阿修羅        　　　　　　　　　梅原　猛
・許されざる者 ( 上・下）　　　　　　　　　辻原　登
・再　会　　　　　　　　　　　　　　　　重松　清
〔こどもの本〕
・みみかきめいじん　　　　　　　かがくい　ひろし
・ホットケーキできあがり ! 　　　エリック・カール
・神々の午睡（うたたね）　　　　　 あさの　あつこ
・キズだらけの逃亡者（モンスター）　　 高山　栄子
・初恋リアル　　　　　　　　　　　　　　香坂　直

ほか 70 冊ほど購入しました。  

「おはなし広場」
日時　12 月 9 日㈬
　　　10：30 ～
場所　荻みらい館　 

「無理」　 　  　      　　　　　文芸春秋 
奥田英朗

　人口 12 万人の寂れ
た地方都市「ゆめの」
で生きる 5人の人間が
陥った思いがけない事
態を描く群像劇。ファ
ン待望の一冊です。

「チェブラーシカ」 　　　　　 小学館
エドゥアルド・ウスペンスキー

　大きな耳と大きな
目、ジャングルに住む
ふしぎな生き物「チェ
ブラーシカ」。ロシア
の国民的キャラクター
が日本で初めて絵本に
なりました !

「おはなしルーム」
日時　12 月 16 日㈬
　　　13：20 ～ 14：00
場所　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　（前 月 比）
人　口　25,798 人　 （－ 53 人）
　男性　12,016 人　 （－ 31 人）
　女性　13,782 人　 （－ 22 人）
世帯数　10,627 世帯（－ 10 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 21 年 10 月 31 日現在）

 

人
口
の

　
　

う
ご
き 
広報たけた　12　　も　く　じ

「おはなしのへや」
日時　毎週火曜日
　　　10：30 ～ 11：00
場所　竹田市立図書館
　　　『おはなしのへや』

 「ブックスタート」
日時　12 月 9 日㈬
　　　13：30 ～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

何としてでも水が欲しい !
　郡司農水省副大臣が大蘇ダム視察……………………………………2
変わらぬ友情 未来に向けて
　友好姉妹都市バートクロツィンゲン市交流 20 周記念祭…………4

森の貴婦人・白水ダム周辺整備計画素案まとまる　
　……………………………………………………………………………6
竹田市財政事情をお知らせします………………………………………8
市長コラム⑤『有由有縁』………………………………………………12

【別冊 たけたん情報】 12 月のこよみ、たけたん情報

TAKETAN　FACE　今月のひと / 平成 21 年度竹田市功労者表彰 / 食育
ツーリズム雇用創出大作戦 !/ ケーブルネットワーク特集 /まちの話題
/ 竹田市の生活排水処理の現状 / シリーズ産業おこし / 保健だより
/ 食育レシピ / ぼくたちわたしたちの学び舎 / まるごと博物園　ほか

クリスマスキャロル（図書館まつり）12月20日㈰ 13：00～ 15：30（竹田市総合社会福祉
センター）人形劇や紙芝居、ペープサートなど内容盛りだくさん、ぜひお越しください。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

12 月
日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。
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」
霜はしんしん降り立つ。
枝にしがみつく、つよ
き一枚の葉にも。
撮影・デザイン /竹蔵 TAKEGURA
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て
い
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す
。

広
報
た
け
た

（250）

　

日
当
た
り
の
い
い
、
や
や
標
高

の
高
い
ス
ス
キ
の
草
原
に
生
育
す

る
高
さ
１・
５
㍍
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
全
体
に
白
い
ク
モ
毛
が
あ

り
、
硬
い
茎く

き

は
縦た

て

に
７
〜
８
本
の

稜り
ょ
う
せ
ん線
が
あ
り
ま
す
。

　

葉
は
互
生
で
、
裏
面
は
綿
毛
に

お
お
わ
れ
、
ふ
ち
は
低
い
鋸き

ょ

歯し

が

あ
り
、
形
は
ほ
ぼ
三
角
形
で
す
。

下
部
の
葉
は
長
い
柄え

が
あ
り
、
長

さ
20
㌢
、
幅
が
19
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

晩
秋
の
頃
、
径
４・
５
㌢
ほ
ど

の
大
き
な
渋
い
黒
紫
色
の
頭と

う

花か

を

２
〜
３
個
が
ん
首く

び
じ
ょ
う状

に
下
向
き

に
咲
か
せ
ま
す
。
こ
の
花
の
総そ

う
ほ
う包

（
花か

序じ
ょ

の
下
に
集
ま
っ
て
い
て
、
こ

れ
を
保
護
す
る
包ほ

う
よ
う
へ
ん

葉
片
の
集
ま

り
）
は
ト
ゲ
の
総そ

う
ほ
う
へ
ん

包
片
と
綿
毛
を

ま
と
っ
た
筒つ

つ
が
た形
で
す
。

　

昔
は
人
々
の
草
刈
り
場
は
葉は

ば場

山や
ま

と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
こ
の
植
物

が
生
え
、
火
打
ち
石
の
火
花
を
葉

の
綿
毛
に
移
し
取
っ
た
火ほ

口く
ち

に
し

た
こ
と
か
ら
葉は

ば場
山や

ま

火ぼ

口く
ち
の
名
が

あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
主
に
く
じ
ゅ
う
山
系

の
山
と
高
原
で
多
く
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
10
月
で
す
。

阿孫　久見

ハバヤマボクチ（キク科）

第57回

　

平
成
22
年
１
月
に
１
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を

募
集
し
ま
す
！

　

詳
し
く
は
企
画
情
報
課
広
報
担

当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

版画家　秋
あきやま

山　巌
いわお

　秋山巌は竹田市出身の版画
家で、棟方志功を師と仰ぎ、
動物・民話・俳句などをモ
チーフとした木版画作品を製
作。特に、自由で独特な俳句
で知られる種田山頭火の句を
テーマにしたシリーズは、高
い評価を得ている。
　1921 年　竹田市生まれ
　美術団体無所属　
　日本美術家連盟会員
Ⓒ山頭火　秋山巌版画館 

酔ひざめの
　水をさがすや
　　竹田の宿で

山頭火
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立松　和平　　　　髙橋　公　 　 　   首藤　勝次

情報

12
本　　庁　☎ 0974-63-1111
荻 支 所　☎ 0974-68-2211
久住支所　☎ 0974-76-1111
直入支所　☎ 0974-75-2211

直入地域人権講演会
　日本テレビ「天才！志村どうぶつ園」で大人気のチ
ンパンジー・パンくんや犬のジェームズとの共演でお
なじみの日本一有名な動物トレーナー・宮沢厚さんを
お招きして、人間と動物の関係をご自身の体験を元に、
お話をしてくださるコミカルな人権講演会です。　　
　※パンくんは出演しません。
　日　時　12 月３日㈮　18:30 ～
　場　所　直入公民館大ホール
　公　演　「チンパンジーのパンくんの超勉強法」
　　　　　講師：宮沢　厚
　　　　　　　　（カドリー・ドミニアン動物トレーナー）
　●お問い合せ　直入支所市民生活課　☎ 75-2211

竹田市〈農村回帰〉フォーラム
　　　　　　－〈農村回帰〉の実現に向けてー
　日　時　12月４日㈮　14:00～16:00
　場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
　内　容　①基調講演「日本のふるさと回帰現象」
　　　　　　講師：ふるさと回帰支援センター理事長
　　　　　　　　　立松　和平
　　　　　②トークセッション 〈農村回帰〉の実現に向けて

　●お問い合せ　竹田市企画情報課農村回帰推進係
　　　　　　　　☎63-1111（内線 222 ･ 223）

荻地域人権啓発推進講演会
　日　時　12 月４日㈮　13:00 ～
　場　所　緑ヶ丘中学校体育館
　内　容　「知らなかったではダメ～笑いでコミュニ
　　　　　ケーション～」　講師：笑福亭学光（落語家）
　●お問い合せ　荻支所市民生活課　☎ 68-2213
　　　　　　　　生涯学習課荻教育係　 ☎ 68-2025

スクールミュージアム（芸術会館巡回美術展）
　田能村竹田、高山辰雄など、県内外の 40 点の作品
を展示しております。多くの方々のご来場をお待ちし
ております。
　日　時　12 月６日㈰　10:00 ～ 15:00
　場　所　竹田中学校体育館 ※入場無料
　●お問い合せ　竹田中学校　☎ 63-1070

第５回歳末助け合いチャリティーショー
　日　時　12 月５日㈯　昼の部 11:00 ～（10:00 開場） 
　　　　　　　　　   　夜の部16:00 ～（15:00開場）
　場　所　竹田市文化会館大ホール
　入場料　500 円
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係 　☎ 63-4811

開湯 300 年記念祭ファイナルイベント
第１回長湯温泉癒しフェア
　日　時　12 月 27 日㈰
　場　所　万象の湯リラクゼーションホール「ルカス」
　入場料　前売８００円（当日 1,000 円）
　内　容　【ヒーリングマッサージ／レイキヒーリング
　　　　　／自然療法／ヒーリンググッズ】【炭酸ビュー
　　　　　ティ／スキンケア】【天使画】【パーソナル
　　　　　カラー診断】【ピラティス】【ナチュラルネイ
　　　　　ルケア＆ハンドケア】【メイクセラピー】【ア
　　　　　ロマカウンセリング】【癒しのフラセラピー】
　　　　　【ホースヒーリング】【ヒーリングカフェ】
　●お問い合せ　直入支所商工観光振興室
　　☎ 75-2211（内線 121）

　歴史資料館　　　　　　　　　　　☎ 63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場
　　　　　　合は開館）
◎工事に伴う臨時休館と年末・年始の休館のご案内
　収蔵庫の空調工事に伴い、12 月８日㈫から 27 日㈰
まで年内は臨時休館いたします。
　また、年末年始の 29 日㈫から新年１月４日㈪まで
休館し、新年１月５日㈫から開館いたします。ご迷惑
をおかけしますがよろしくご了承ください。
○「田能村竹田と岡藩の画員」展
　　　　　  ～ 12 月６日㈰まで
　　　　　  入館料：大人 300 円（団体 150 円）　
　　　　　　　　　 小・中学生 100 円

　市民ギャラリー水琴館　　　　　　　☎ 63-2200
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場 
　　　　　　合は開館）
○『第 45回大分県美術展写真展巡回展』
　　　　　 12 月１日㈫午後～ 12 月６日㈰
　　第 45 回大分県美術展写真展に入賞した優秀作品
　　　　　 （招待・会員・一般）の作品を展示。
　　　　　 （竹田市美術協会写真部　☎ 76-0374）
○『竹田素描同好会 12周年展』　　　
　　　　 　12 月８日㈫午後～ 12 月 23 日㈬
　　　　 　会員の素描・着彩作品、約 40 点を展示。
　　　　 　（竹田素描同好会　☎ 62-3472）
○『布れあいパッチワークキルトハウス作品展』
　　　　 　12 月 25 日㈮午後～ 12 月 27 日㈰
　　　　 　パッチワークのタペストリー・バッグと、
　　　　　 小物ばかりを集めた作品を展示。
　　　　 　（森　悦子　☎ 097-520-5871）
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　月　間
１2月1日は「いのちの日」です。
　大分県では平成10年に自殺者が年間300人を超え、豊
肥地域でも自らのいのちを絶つ人が少なくありません。
　自殺者は様々な要因が複雑に関係して心理的に追いつめ
られた末の死であり、防ぐことができます。生活上の心配
ごとや自分の手に余る問題については、思いつめる前に誰
かに相談しましょう。
　○相談窓口
　　・豊肥保健所地域保健課　☎0974-22-0162
　　・竹田市役所健康増進課　☎0974-63-4810
　　・竹田市役所福祉事務所　☎0974-63-4811

12 月 1日は世界エイズデーです
　エイズは大分県でも毎年新たな感染者の報告があり、
身近な病気となっています。エイズについて正しい知識
を持ち、予防に努めるとともに、早期発見のため検査を
受けましょう。
エイズは HIV というウィルスに感染して起こる病気です。
　感染経路は
　　①性行為による感染
　　②血液を介しての感染
　　③お母さんからあかちゃんへの母子感染の３つです。
　日常生活で感染することはありません。
　感染の予防のためには、無防備な性行為は避ける（コン
ドームを使う）こと、血液に直接触れないこと、出産前に
検査をうけておくことが大切です。

　保健所では匿名無料検査ができます。ご希望の方は事
前に電話で予約をしてください
　●お問い合せ　豊肥保健所　☎ 0974-22-0162

12 月４日～ 10 日は、人権週間です。
　大分地方法務局竹田支局及び竹田人権擁護委員協議会
では、第 61 回人権週間に合わせて、特設人権相談所を開
設します。
　相談には、人権擁護委員、法務局職員が対応します。
相談は無料で、秘密は守られますのでお気軽にご相談く
ださい。
会　場 期　日 場　所

荻 12月７日㈪ 福祉健康エリア（荻）
竹　田 12月８日㈫ 竹田市総合福祉センター
久　住 12月８日㈫ 久住支所
直　入 12月９日㈬ 直入公民館

　（開設時間はいずれも午前 10 時から午後３時です）
　相談内容　金銭、相続、家庭内の問題、職場でのセク
　　　　　　ハラ、ＤＶ、いじめ、その他の人権問題
　●お問い合せ　大分地方法務局竹田支局
　　　　　　　　竹田人権擁護委員協議会　☎ 63-2315

　催　し
第21回クリスマス音楽の夕べ
　団体の合唱や楽器の演奏を聴いたり、みんなで楽しく
歌をうたいます。
手づくりの料理とワインも準備します。
　日　時　12 月 19 日㈯　18:30 ～ 21:00
　場　所　竹田商工会議所２階ホール
　会　費　おとな 700 円　こども 500 円
　●お問い合せ　瀧廉太郎会事務局　☎ 63-1823（堀）

第33回竹田元旦マラソン大会
　日　時　１月１日㈮　開会式10:00 ～
　　　　　受　付9:00 ～ 10:00　スタート10:30　　

　場　所　竹田市総合運動公園陸上競技場
　種　目　・小学５、６年生男女２km
　　　　　・中学生男女３km
　　　　　・高校生男女
　　　　　・一般男子（40 歳未満、40 歳代、50 歳代、　
　　　　　　60歳以上）
　　　　　・一般女子　５km
　申込締切　12月18日㈮　17:00まで
　●お問い合せ　竹田市陸上協議協会事務局
　　　　　　　　☎090-4588-4963（佐藤）

2010 荻地域新春歩こう会
　日　時　１月１日㈮　5:30 受付　6:00 開会
　場　所　荻公民館スタート　馬背野・馬頭観音まで約
　　　　　５km　帰りはバスで公民館まで送ります。
　参加料　100 円　※全員に参加賞があります。
　●お問い合せ　荻教育課　☎ 68-2025

師走に名作アニメをご家族で観よう！
竹田市優秀映画感謝デー
　日　時　12 月 13 日㈰
　【上映作品・時間】　
　　　　　・「長靴をはいた猫」　　　    10:00 ～ 11:20
                   ・「太陽の王子ホルスの冒険」12:00 ～ 13:22
　　　　　・「西遊記」　　　　　　　 　 13:45 ～ 15:13
　　　　　・「火垂るの墓」　　　　　 　 15:35 ～ 17:04
　場　所　竹田市文化会館大ホール
　入場料　500 円（4 作品見放題）
　●お問い合せ　竹田市文化会館　☎ 63-2734

　懇談会
豊かな温泉資源を未来に継承する竹田地域懇談会
　日　時　12 月 14 日㈪　13:00 ～ 15:00
　場　所　直入公民館大ホール
　内　容　・基調講演「竹田市内の温泉の現状と課題」
　　　　　　講師：由佐悠紀（大分県温泉調査研究会会長）
　　　　　・意見交換会
　●お問い合せ　直入支所観光振興室　☎ 75-2211

　保　育
市立都野保育所の指定管理者が決定
　８月に公募しました竹田市立都野保育所の指定管理者
について、竹田市議会の議決を経て次のとおり決定しま
したのでお知らせします。
　これにより、都野保育所は平成 22 年４月から公設民営
施設として下記法人が管理・運営を行います。
　指定管理者　社会福祉法人 愛の園福祉会 
　　　　　　　（由布市庄内町柿原 410 番地１）
　指定期間　平成22年４月１日～平成25年３月31日まで
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎ 63-4801

　募　集
大分県チャレンジショップ開設支援事業費補助金募集
　中心市街地における商店街機能の再生を図るため、個
性的な商店街づくりや魅力ある商店活動に意欲のある団
体や個人が、空き店舗を活用したチャレンジショップの
新規開業に取り組むにあたり、店舗開設の経費の一部を
補助します。
　事業の概要
　　（１）補助対象者…商工会議所、商工会、商店街振興
　　　　組合、事業協同組合または法人格を持たない商
　　　　店街組織若しくは知事が適当と認めた法人及び
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　　　　個人とする。
　　（２）補助対象経費商品を陳列・設置するための什器
　　　　備品等（ラック、ショーケース、平台、テーブル等）
　　　　とし、１点が 10 万円以上とする。
　　（３）補助率２分の１以内（ただし、50 万円を上限
　　　　とする。）
　　（４）補助対象となる事業期間交付決定日から平成    
               22 年３月 31 日まで
　募集期間
　　平成 21 年 11 月 13 日㈮～平成 21 年 12 月 21 日㈪
　　（17:00 必着）
　●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎ 63-4807

平成 22 年度市立幼稚園の入園願書受付　
　竹田市立竹田幼稚園、南部幼稚園、直入幼稚園の３園
では、平成 22 年度の入園願書の受付を始めます。
　竹田地域・直入地域の該当する子どもの保護者の方に
は、入園願書を郵送します。12 月中に届かない場合は、
幼稚園または学校教育課までご連絡ください。
　※小学校区外、市外でも入園できます。
　◇対象となる子ども
　　竹田幼稚園・南部幼稚園…平成16年４月２日～平成17
　　　　　　　　　　　　　　年４月１日生まれ（５歳児）
　　直入幼稚園…平成16年４月２日～平成18年４月１日
　　　　　　　　生まれ（４・５歳児）
　●お問い合わせ
　　学校教育課（☎63-4816）・竹田幼稚園（☎63-1081）
　　南部幼稚園（☎63-1084）・直入幼稚園（☎75-2230）

竹田温泉「花水月」からのお知らせ
　この度、花水月再生計画の中で１階のレストランに替
わり、観光・情報拠点となる事務所を来年４月を目処に
新たに設置することとなりました。これまで花水月の飲
食営業に使用した備品や什器類を競売等で処分いたしま
す。ご希望の方は竹田温泉「花水月」まで、電話若しく
は直接申し込みください。希望者は登録制とし、あらた
めて競売等の物品や処分日時はご連絡いたします。なお、
処分は１月下旬を予定しています。（申込連絡先：竹田温
泉「花水月」☎ 0974-64-1126）

　耐　震
昭和56年以前に建てられた木造一戸建て住宅の耐震
診断・改修費用の一部を助成しています！
　助成内容は？
　耐震診断費用への助成…かかった費用の２／３
　　　　　　　　　　　　（限度額２万円）
　耐震改修費用への助成…かかった費用の１／２
　　　　　　　　　　　　（限度額 60 万円）
　（さらに、耐震改修工事費の 10％（20 万円上限）が、
確定申告により所得税額から控除されます。）
　耐震診断とは？
　現在の住宅が地震に対してどの程度被害を受けにくい
かといった地震に対する強さ、すなわち『耐震性』の度
合を調べるのが『耐震診断』です。
　耐震改修とは？
　耐震診断の結果、必要な耐震性能を満たしていなかっ
た場合に、現在の基準と同等の耐震性を確保するために
する補強工事です。部分的な工事ですので、住みながら

の工事が可能です。
　どうして昭和 56 年以前なの？
　昭和56年に、その3年前に起こった宮城県沖地震を教
訓に、木造住宅の耐震設計基準が大幅に見直されました。
　そのため、昭和 56 年以前に建てられた木造住宅は、地
震に対する抵抗力を発揮する壁の量が少ないなど、一部
に耐震性が不足していることがわかりました。しかし、
昭和 56 年以前に建てられた全ての住宅の耐震性が不足し
ているという訳ではありませんので、耐震診断を受けて、
耐震性を確かめる必要があります。
　なお、昭和 56 年以降に建てられた木造住宅は、阪神・
淡路大震災やその後の地震後の調査でも、被害が少なか
ったことがわかっています。
助成を受ける手続きは…市総務課行政係　☎ 63-1111
　　　　　　　　　　　（内線 213）

　環境衛生課からのお知らせ

●年末年始のごみ収集について
　12 月 29 日㈫から１月３日㈰までの年末年始は、ごみ
収集を行いません。
　年末の清掃センターへのごみの持込みは、12 月 28 日
㈪の午前中まで です。
　年始は１月４日㈪から通常業務を行います。
　年末年始は清掃センターへのごみの持込件数が非常に
多く、ごみ収集車との離合やごみを降ろすのに毎年混雑
しています。
　粗大ごみや急を要するごみ以外は、お近くのごみステ
ーションに出して、定期収集をご利用下さい。持ち込む
場合は早めにお願いします。
　皆様のご協力をお願いします。
　●お問い合せ　清掃センター　☎ 68-2819

●し尿汲み取りについて
　し尿汲み取りの申込みは、年末に集中しますので、12
月 21 日㈪までに㈱竹田衛生社（☎ 63-3546）へお申込
みください。

●ごみ減量についてのお願い
　（家庭用生ごみ処理機補助金制度について )
　地球温暖化防止を推進するため、生ごみの減量化及び
資源化に取り組んでいます。各人が生ごみの水切りをす
るだけでごみの量は減り、また、燃やしやすくなります。
ごみ焼却時に出る CO2 を相当量減らすことができます。
ごみ減量化・資源化推進のため、家庭用生ごみ処理機の
補助金制度もあります。購入費用の１／２以内で最高補
助額は２万円です。環境衛生課に申請書を出してから購
入してください。
ごみ減量化にご協力ください。
　●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎ 63-4821

□お詫びと訂正
　10 月に配布しましたパソコンリサイクルについてのチラシ
で、パソコン３Ｒ推進協会の電話番号が間違っていました。
正しくは、☎03-5282-7685です。お詫びして訂正いたします。

（環境衛生課）
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1 ㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館）

・消防団小型動力ポンプ付積載車引渡し式　11:00 ～ 12:00（竹田市消防本部）

2 ㈬ ・第 18回農業委員会総会　14:00 ～ 17:00

3 ㈭ ・直入地域人権講演会　18:30 ～ 20:30（直入公民館大ホール）
・竹田温泉花水月休館日

4 ㈮ ・竹田市〈農村回帰〉フォーラム　14:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）
・荻地域人権啓発推進講演会　講師：笑福亭学光　13:00 ～ 15:00（緑ヶ丘中学校体育館）

5 ㈯ ・ 都野保育所発表会　9:00 ～ 12:00（都野保育所ホール）　 ・第 36回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会　8:50 ～ 13:00（総合運動公園陸上競技場）
・第５回歳末助け合いチャリティーショー　11:00 ～ 20:00　午前の部 11:00 ～／午後の部 16:00 ～（竹田市文化会館）

6 ㈰ ・第 63回竹田市駅伝競走大会　9:00 ～ 13:00
・スクールミュージアム 10:00 ～ 15:00（竹田中学校体育館）

7 ㈪ ・特設人権相談所　10:00 ～ 15:00（竹田市総合福祉エリア）
・こころの健康相談  ※要予約　13:30 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）

8 ㈫ ・特設人権相談所　10:00 ～ 15:00（竹田市総合福祉センター）　
・特設人権相談所　10:00 ～ 15:00（久住支所）　・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館）

9 ㈬ ・特設人権相談所　10:00 ～ 15:00（直入公民館）　・おはなし広場　10:30 ～（荻みらい館）　・福祉人材面接会　12:30 ～（大分市・大分イベントホール）　・３・６・12か月健診
13:00 ～ 13:20 受付（竹田市総合社会福祉センター）　・ブックスタート　13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・ダイナマイトしゃかりきサ～カス　18:30 ～ 20:30（久住公民館くじゅうサンホール）

10㈭ ・高齢者大学竹田学級　10:30 ～ 12:00（竹田市文化会館）
・竹田温泉花水月休館日

11㈮ ・竹田幼稚園発表会　9:00 ～ 12:00　・南部幼稚園発表会　9:00 ～ 12:00
・豊肥子牛市場　9:30 ～　・竹田市愛育保健推進員会交流会　13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）

12㈯ ・竹田保育所発表会　9:00 ～ 12:00（竹田保育所ホール）　・荻保育所発表会　9:00 ～ 12:00（荻保育所園内ホール）　・豊肥子牛市場　9:30 ～　・童謡と絵本の会
10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館このこのおうち）　・ブルーフェニックスジャズオーケストラ　35周年記念定期コンサート　18:00 ～ 21:00（竹田市文化会館）

13㈰ ・竹田市優秀映画感謝デー　10:00 ～ 19:00（竹田市文化会館）

14㈪ ・豊かな温泉資源を未来に継承する竹田地域懇談会　13:00 ～ 15:00（直入中央公民館）

15㈫ ・すくすく子育てるーむ　9:30 ～ 9:40 受付（久住保健センター）　・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館）

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）
 相談  若年性認知症電話相談（若年性認知症コールセンター）   　     下記フリーコール（無料）までお気軽にご相談ください。
　　　☎ 0800-100-2707　［ご利用時間］月曜～土曜（年末年始・祝日除く）10:00 ～ 15:00

ダイナマイトしゃかりきサ～カス
　　　　　　　　　　　（アカペラコンサート）
　アカペラあり、ダンスあり、ボケとツッコミあり、コントありと何
が飛び出すか分からない！客席を巻き込むパフォーマンスはパワフル
でハイテンションでハートフル、まさにエンターテイメント!!

　日　時　12 月９日㈬　開場 18:00　開演 18:30
　場　所　久住公民館くじゅうサンホール
　入場料　大人（高校生以上）1,000 円
　　　　　小人（小・中学生） 　500 円
　主　催　竹田市／竹田市教育委員会
　後　援　久住文化協会
　●お問い合せ　久住公民館　☎ 0974-76-0717

荻の里温泉　休業日
　・12/ 7 ㈪　・12/14 ㈪ 
　・12/21 ㈪　・12/28 ㈪
・12/29 ㈫、12/30 ㈬は、大そうじのためお休みします。
・12/31 ㈭～ 1/3 ㈰は営業します。
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16㈬ ・行政相談　10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター／久住支所／直入支所）　・年金相談　10:00 ～ 14:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　　    社会保険事務所 TEL097-552-1211　・１歳６か月健診　13:00 ～ 13:20 受付（竹田市総合社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会　13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・えほんのへや　13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・こころの健康相談  ※要予約　13:30 ～ 15:30（直入保健福祉センター）　・精神保健相談　14:00 ～ 16:00（大分県竹田総合庁舎）　・人権学習学級　15:00 ～ 17:00

17㈭ ・行政相談　10:00 ～ 12:00（荻支所１階小会議室）
・竹田温泉花水月休館日

18㈮
19㈯ ・直入幼稚園発表会　9:00 ～ 11:00

・第 21回クリスマス音楽の夕べ　18:30 ～ 21:00（竹田商工会議所２階ホール）

20㈰ ・雪っこカーニバル in 久住　9:00 ～ 13:00（久住公民館）
・ 第 12 回クリスマス・キャロル　13:00 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）

21㈪
22㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館）

・こころの健康相談  ※要予約　13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）

23㈬
24㈭ ・こころの健康相談  ※要予約　13:30 ～ 15:30（久住保健センター）

・竹田温泉花水月休館日

25㈮ ・アルコール関連問題教室 14:00 ～ 15:30（豊肥保健所〔豊後大野市〕）　・瀧廉太郎の歌をうたう会クリスマス・ミニコンサート
　14:00 ～ 15:00（瀧廉太郎記念館）　・【納期限】市県民税４期・国民健康保険税６期・介護保険料、後期高齢者医療保険料６期

26㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館このこのおうち）

27㈰ ・開湯 300 年記念祭ファイナルイベント「第１回長湯温泉癒しフェア」　10:00 ～ 17:00（万象の湯・リラクゼーションホール「ルカス」）
・2009 年ファイナルここでしか観れない TAOふるさと公演　16:00 ～ 20:00（竹田市文化会館）

28㈪ ・TAOふるさと公演交流ワークショップ　9:30 ～ 12:30 （竹田市文化会館）
・献血　10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

29㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館）

30㈬

31㈭
月　間
その他

・12/10 ～ 12/16　北朝鮮人権侵害問題啓発週間　・12/1　いのちの日　・赤い羽根共同募金運動（10/1 ～ 12/31）　・人権週間（12/4 ～ 12/10）　
・1/1　2010 荻地域新春歩こう会（荻公民館スタート）　・1/10　竹田市成人式（竹田市文化会館大ホール）　・11/28 ～ 12/25　光ファンタジア（くじゅう花公園）

☆陽目の里名水茶屋・キャンピングパークは、冬季期間中のため 12 月１日から休業します。
　花水月の年末年始営業日 12/31 ㈭・1/1 ㈮・1/2 ㈯・1/3 ㈰は営業します。

問

TAO ふるさと公演
　　交流ワークショップ
　日　時　12 月 28 日㈪　9:30 ～ 12:30
　場　所　竹田市文化会館
　主　催　TAO 竹田公演実行委員会
　内　容　12 月 27日に開催される、３年ぶり
　　　　　の地元凱旋公演を記念して、興奮冷
　　　　　めやらぬ、次の日に、地元の太鼓チ
　　　　　ームの子どもたちと、TAOの交流ワー
　　　　　クショップを開催します。
　 9:30 ～ 12:00　各パートに分かれて、TAO
　　　　　　　　　の曲をレッスン
　12:00 ～ 12:30　成果発表「TAO との記念演   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奏会」（大ホール）

　　※公開ワークショップとし、見学、鑑賞ができますが、会場への入場には、
　　　27 日に開催される公演チケットの半券が必要です。

【27日公演概要】2009 年ファイナル
　ここでしか観れないＴＡＯふるさと公演
　日　時　12 月 27 日㈰　4:30 開演　
　場　所　竹田市文化会館大ホール
　入場料　《前売り》指定席 4,000 円
　　　　　　　　　自由席 3,500 円（高校生以下 2,000 円）
　　　　　　　　　　　　　※当日券は 500 円アップとなります。
　　　　　　　　　　　　　　※４歳児未満のご入場はお断りします。
　●お問い合せ　TAO 竹田公演実行委員会　☎ 0974-77-2680（ほていの湯）
　　　　　　　　（10:00 ～ 17:00 第２木曜休）

大学生等向け大分県企業合同説明会 in 東京　
　日　時　12 月 19 日㈯　11:00 ～ 16:30
　場　所　東京国際フォーラム　ホール D5
　対　象　平成 23 年３月卒業予定の大学生等及び既卒者等Ｕ・I ターン
　　　　　就職希望者（予定）
　内　容　大分県内企業参加の合同企業説明会を東京都内で開催します
　●お問い合せ　大分県商工労働部　雇用・人材育成課雇用・人材育成班
　　　　　　　　☎ 097-506-3343

チケット残りわずか！
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　成人式
平成 21年度　竹田市成人式
　日　時　　平成 22 年１月 10 日㈰　午後１時
　場　所　　竹田市文化会館大ホール
　対象者　　平成元年４月２日～平成２年４月１日まで
　　　　　　に生まれた人で、市内在住及び市内中学校
　　　　　　を卒業し、学業や就職等で市外に在住され
　　　　　　ている人
※対象者には個別に案内を送付しましたが、まだ届いて
　いない方はご連絡ください。
　●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課
　　☎ 63-4817

　年　金
日本年金機構が来年１月 1日からスタート！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします～
　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現
を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年金
機構」として生まれ変わります。
　○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金
　　事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓
　　口として引き続きご利用いただけます。また、「年金
　　事務所」は、現在ある社会保険事務所の建物をその
　　まま使用しますので、所在地に変更はありません。
　○日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や
　　社会保険事務所の名義でご案内していた各種の関係
　　書類は、内容により今後は厚生労働省または日本年
　　金機構の名義でご案内させていただくことになりま
　　すが、国民の皆様方に何らかの手続きをしていただ
　　くことは一切ございませんので、ご安心ください。
　○日本年金機構は社会保険庁から公的年金の運営業務
　　を引き継いで行うこととなりますが、公的年金制
　　度は、国の制度として、その財政や運営に国が引き
　　続き責任を持つことについては、これまでと変わり
　　ません。

　ご不明な点は、お近くの社会保険事務所へお問い合せ
ください。大分社会保険事務所☎ 097-552-1211

　税　金
固定資産税の申告・届出について
１．住宅用地の異動申告
　　現在、住宅が建っている土地（住宅用地）については、
　固定資産税が軽減されています。
　　住宅の取り壊し等で、住宅用地でなくなった場合や
　新たに住宅用地になった場合等、住宅用地に異動があ
　った時は、申告をすることが法律・条例で義務づけら
　れています。
　　申告期限は平成 22 年２月１日㈪までとなっています
　ので、必ず申告をお願いします。
　　申告内容は、所有者（住所・氏名）・住宅用地（所在・
　地積）・家屋（所在・所有者・床面積等）となっています。
２．土地・家屋の異動届
　　土地の地目を変更した場合、又は家屋を新増築・取
　り壊した場合はお知らせください。（法務局にて登記を
された方は連絡不要です）
３．償却資産の申告
　　償却資産「土地・家屋・車両（自動車税・軽自動車

　税が課税されるもの）以外※の事業（農・工・商業等）
　の用に使用している資産で、その償却費が所得税法又
　は法人税法で経費や損金に算入されるもの」の所有者
　は、毎年１月１日現在所有している償却資産について、
　その名称・数量・取得年月・取得価額・耐用年数等を
　申告することが法律で義務づけられています。
　　償却資産の所有者は、申告期限が平成22年２月１日㈪
　までとなっていますので、必ず申告書を提出して下さい。
　※ 道路運送車両法上の大型特殊自動車は、陸運局への
　　登録の有無にかかわらず償却資産に該当します。
　●お問い合せ　税務課固定資産係　☎ 63-1111
　　（内線 123・124・128）

　福　祉
子育て応援特別手当（平成21年度版）の執行停止について
支給対象者の皆様へ
　子育て応援特別手当（平成 21 年度版）では、本年度
において小学校就学前３年間に属するお子様一人あたり、
３万６千円を支給することとなっていましたが、国の補
正予算の見直しにより手当の支給は行われないことにな
りましたので、お知らせします。
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所子育て支援係
　☎ 63-1111　　（内線 154 ･ 155）

手話奉仕員を派遣します
聴覚障がいの方へ
　聴覚障がいのある方が、通院や求職活動、各種イベン
ト等に参加する際に必要に応じて手話奉仕員を派遣しま
す。内容についてはご相談ください。
　□利用料　無　料
　□手続き　事前に竹田市福祉事務所または各支所市民
　　　　　　生活課に申請が必要です。FAX での申請も
　　　　　　受付けています。詳しくは下記にお問い合
　　　　　　せください。
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所　　☎ 63-4811

中途失聴者・難聴者のための手話講座
筆記通訳が付きますので聞こえにくい方も安心！
　日　程　12/12 ㈯・12/19 ㈯・12/26 ㈯
　　　　　1/9 ㈯・1/16 ㈯・1/23 ㈯・1/30 ㈯
　　　　　2/6 ㈯ ・2/13 ㈯・2/20 ㈯
　時　間　13:00 ～ 15:00
　会　場　大分県聴覚障害者センター
　対　象　身体障害者手帳の交付を受けている（申請中
　　　　　も可）中途失聴者・難聴者
　　　　　※聞こえにくいために手話の学習を希望され
　　　　　　る方は手帳のない場合も一度お問い合せく
　　　　　　ださい。
　定　員　15 名（先着順）　※受講無料（資料代は実費）
　●お問い合せ　大分県聴覚障害者協会
　　☎ 097-551-2152　FAX097-556-0556

　文化財
　行楽シーズンを前に竹田市消防署職員と九州電力グル
ープによる岡城跡のボランティア清掃作業が行われまし
た。消防署は、10 月８日と９日に二の丸から三の丸の
石垣で除草作業が行われました。
また、九州電力グループの作業は 10 月 24 日に市民の
方々からも参加いただいて、100 名を越す人数で行われ
ました。主に大手門周辺の除草作業が行われました。

にっぽん
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地　　域 日　　時 場　　所
久住地域
対　　象

12月 14日㈪
9:00 ～ 15:00

JA おおいた大分みどり地域本部
久住選果広場（久住町牧の元）

竹田地域
対　　象

12月 15日㈫
9:00 ～ 15:00

JA おおいた大分みどり地域本部
竹田中央倉庫前広場（飛田川）

荻  地  域
対　　象

12月 16日㈬
9:00 ～ 16:00

荻堆肥センター
12月 17日㈭
9:00 ～ 15:00

　大分県周辺総合整備
旦野原パークアンドライド臨時駐車場利用者募集
　目　的　平成23年１月頃からの大道陸橋全面通行止め
　　　　　に伴う交通渋滞対策
　場　所　大分市旦野原　大分県職員研修所グラウンド内
　利用期間　（開始）許可書交付後順次
　　　　　　（終了）平成24年３月31日
　募集期間　平成 22 年１月５日から先着順・１月４日申
　　　　　　込書一斉公開（ホームページ等）
　募集台数　40台
　応募資格　①朝の通勤経路がＪＲ日豊線（西大分駅～牧
　　　　　　　駅間）を南から北方向に横断していること
　　　　　　②現在マイカー（４輪）で通勤等をしている
　　　　　　　こと等。
　駐車料金　無　料
　●お問い合せ　大分県大分駅周辺総合整備事務所
　☎097-545-5677　（URL）http://www.pref.oita.jp/17503/

　寄　付
ふるさと竹田応援をしてください
　「ふるさと応援隊」を結成いたしましたのでご加入をお
願いします。また、ふるさと竹田を元気づけるために「ふ
るさと応援寄附金」のご協力もお願いします。

←寄付に訪れた、税理士の上
　原辰之さん（大阪市）

　ふるさと竹田応援寄附
金は、「ふるさとの自然環
境、歴史環境及び文化環
境の保全及び活用に関す
る事業」、「ふるさとを担

う人材の育成及び確保に関する事業」、「ふるさとの定住促
進に関する事業」、「安心して暮らせるふるさとづくりに関
する事業」に活用します。
　●お問い合せ　竹田市企画情報課農村回帰推進係
　　☎63-4801

　農　業
農業用廃プラスチックを回収します
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラス
チック類は、産業廃棄物に位置づけられており、法律で
適正な処理が義務づけられています。
　竹田市と JA 大分みどり地域本部は連携して、農業用廃
プラスチックの回収を下記のとおり実施します。（今年度
は、12 月以降に１月（荻地域）３月（竹田･久住・直入地域）
を予定しています。）
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び「書
面の備え付け（携帯）」が律で義務づけられています。備

え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで問いわせ
ください。また、回収当日は、印鑑が必要になります。
　回収する農業用廃プラスチック類は　
　ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラッ
プサイレージ肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農薬の
プラスチック製空容器など
　回収日程　
　農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。

※防災行政無線で後日またご連絡します。
　処理経費はどのくらい？　
　平成 21 年度は、竹田市とＪＡ大分みどりが処理に係る
費用を半額助成していすので、農家負担は１kg あたり 5.5
円です。廃プラ回収場所にて徴収します。
　不明な点については、下記に問い合わせください。
　JA 大分みどり地域本部営農部園芸課（☎ 63-1224）
　竹田市役所農政課（☎ 63-4805）・　荻支所農業振興室
　（☎ 68-2215）・　久住支所産業建設課（☎ 76-1116）
　直入支所産業建設課（☎ 75-2215）

　青少年健全育成活動
　「親子ボランティア美化活動」が 10 月 31 日に直入地
域で開催されました。今年は直入幼稚園・小中学校の親
子や先生に加えて、直入保育園の園児や先生と各自治会
の皆さんも参加して直入地域のほぼ全域でゴミ拾いが行
われました。ご協力ありがとうございました。

　表　彰
大分県・大分県教育委員会表彰
　11 月３日（文化の日）に、県庁で大分県・大分県教育
委員会表彰式が行われ、地方自治、農林水産、治安維持・
安全など、各分野で功績があった方々が表彰され、竹田
市から６名の方が表彰されました。　　　　　　　　　

（敬称略）
　大分県表彰　古井　久和（地方自治功労）
　　　　　　　小池　敏博（生活環境衛生功労）
　　　　　　　渡邉　　實（農林水産功労）
　　　　　　　志賀　鶴美（農林水産功労）
　　　　　　　中城　賢一（治安維持・安全功労）
　大分県教委員会表彰
　　　　　　　池内　晴一さん（社会教育関係功労）
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当番日 医療機関 電話番号
12 月　6日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 0974-64-1118
12 月13 日㈰ まつもと歯科クリニック（玉来） 0974-62-2400
12 月 20日㈰ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 0974-68-3263
12 月 23 日㈬ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 0974-75-3001
12 月 27 日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 0974-75-3001
12 月 29日㈫ 高山歯科（殿町） 0974-63-2561
12 月 30 日㈬ 竹下歯科医院（慶順町） 0974-62-2662
12 月 31 日㈭ たけした歯科医院（西古町） 0974-63-3212
 １月   １日㈮ 歯科筑紫医院（下町〔久住〕） 0974-76-0024
 １月   ２日㈯ 藤井歯科医院（上本町） 0974-63-3048
 １月   ３日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 0974-64-1118

当番日 医療機関 電話番号

12 月　5 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田こども診療所 0974-63-3838

12 月　6 日㈰
公立おがた総合病院 0974-42-3121
竹田こども診療所 0974-63-3838

12 月 12 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田こども診療所 0974-63-3838

12 月 13 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

12 月 19 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田こども診療所 0974-63-3838

12 月 20 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
12 月 23 日㈬ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

12 月 26 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田こども診療所 0974-63-3838

12 月 27 日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12 月 29 日㈫ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12 月 30 日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700
12 月 31 日㈭ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
 １月   １日㈮ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
 １月   ２日㈯ 大分県立三重病院 0974-22-7700
 １月   ３日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

　求　人　ハローワーク豊後大野竹田職業相談室　☎ 63-1101
◇現場栄養士２人 15.0 ～ 18.0 万◇調理師見習１人 15.0
～ 20.0 万◇タクシー乗務員１人 15.0 ～ 22.0 万◇ガソ
リンスタンド販売員１人 12.3 万～◇正・准看護師１人
21.0 ～ 23.0 万◇保育士２人 12.2 ～ 14.0 万◇料理長候
補１人 18.0 ～ 20.0 万◇臨床検査技師１人 15.2 万
◇販売員１人 13.0 ～ 20.0 万円◇フロント・一般事務１
人 13.0 万◇運転手１人 22.0 ～ 27.0 万◇正看護師１人
20.0 万
〔パート求人（時給）〕
◇書店業務１人 700 ～ 750 円◇新聞配達１人 1,000 円
◇接客係（昼）１人 650 ～ 750 円◇雑務員１人 650 円
◇お手伝い１人 800 円◇鮮魚加工品販売員３人 700 円◇
事務員１人 700 ～ 800 円◇レストランサービス２人 650
～ 750 円◇接客及び清掃１人 631 ～ 650 円◇販売員１
人 650 ～ 750 円◇ホームヘルパー１人 1,200 ～ 1,450
円◇製造スタッフ１人 1,060 円

　財　務
預金保険制度についてご存知ですか？
　「預金保険制度」は、万が一金融機関が破たんした場合
に、預金者等の保護や資金決済の履行の確保を図ること
によって、信用秩序を維持することを目的としています。
　「預金保険制度」により、当座預金や利息の付かない普
通預金等（決済用預金）は、全額保護されます。定期預
金や利息の付く普通預金等（一般預金等）は、預金者１
人当たり、１金融機関ごとに合算され、元本 1,000 万円
までとその利息等が保護されます。それを超える部分は、
破たんした金融機関の残余財産の状況に応じて支払われ
るため、一部支払われない可能性があります。
　「預金保険制度」に加入している金融機関は、銀行（日
本国内に本店のあるもの、ゆうちょ銀行含む）、信用金庫、
信金中央金庫、信用組合、全国信用共同組合連合会、労
働金庫、労働金庫連合会、商工組合中央金庫です。
　詳しくは、預金保険機構（☎ 03-3212-6029）、九州財
務局大分財務事務所または金融機関の窓口にお問い合せ
ください。

休日及び夜間の在宅当番医

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土 曜 日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院
　　　　　　へ電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合
　は診療します。

小児科外来休日当番院

受付時間　8:30 ～ 11:30　　診療時間　9:00 ～ 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊肥保健所　　　　http://www.pref.oita.jp/12086/
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/

歯科休日当番医院

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151    http:www.oita- 
　dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。

あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認され

るようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意さ

れた約束処方となることがありますので、ご了承ください。
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